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序章
本書では、 Cognex MVS-8500 シリーズのフレームグラバについて説明します。

第 1 章 「MVS-8500 シリーズの インストール」 では、 MVS-8500 シリーズフレームグ
ラバの設定方法および取り付け方法について説明します。

第 2 章 「MVS-8500 シリーズ ハードウェア」 では、 MVS-8500 シリーズのハードウェ
アに関する環境および電源の条件や機械的および電気的仕様について説明します。 

用語に関する注意
本書では、 次の用語を使用します。

• 用語 MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8504、 および MVS-8514 は、 PCI バスに接続
されるフレームグラバ固有の機能を説明するときに使用します。 用語 
MVS-8500/8510 は、 PCI バスボードすべてを表します。 

• 用語 MVS-8500Le、 MVS-8511e、 MVS-8504e、 および MVS-8514e は、 PCI 
Express バスに接続されるフレームグラバ固有の機能を説明するときに使用しま
す。 用語 MVS-8500e/8510e は、 PCI Express バスボードすべてを表します。 

• 用語 MVS-8500 シリーズフレームグラバは、 このマニュアルで説明するボードす
べてに共通する機能を説明するときに使用します。 

• PCI は 32 ビッ ト  PCI カードスロッ ト を、PCI-X は 64 ビッ ト  ( 拡張 ) PCI カードス
ロッ ト を示します。 

• PCI Express バスを示すときに PCIe という用語を使用する場合があります。 

• フレームグラバ名を短くするために、 MVS- を省略して、 8504、 8514e、 または 
8504e などのように記述することがあります。
MVS-8600 ハードウェアマニュアル 7



序章
MVS-8500 シリーズの命名規約
MVS-8500 シリーズのフレームグラバでは、 さまざまなボード タイプや PC バスタイ
プ、 カ メラチャネルが使用されています。 図 1 に示すのは、 MVS-8500 シリーズの命
名規約です。 この規則を知ってお く と、 その名前から、 個々の MVS-8500 シリーズデ
バイスの具体的な特性を識別できるようになります。 

 図 1. MVS-8500 シリーズの命名規約

注記 MVS-8500Le はこの命名規約に従っていません。 ボード タイプは
第 1 世代で、 カメラチャネルは 1 個、 PCI Express バスをサポート
しています。 

互換性に関する注意事項
MVS-8500 シリーズは次の 2 点に関して大幅にアップグレード されました。

• PCI Express バスのサポートの導入。これによって次の 2 種類のフレームグラバが
発売されました。

• MVS-8500Le 

• MVS-8504e

• 第 2 世代のボード タイプの導入。 これによって次の新しいフレームグラバが発売
されました。 

• MVS-8511 (MVS-8501 の後継 )

• MVS-8514 (MVS-8504 の後継 )

MVS-85gcb

1 - 第 2 世代のボード タイプ

c: 1 - カメ ラチャネル 1 個

g: 0 - 第 1 世代のボード タイプ

4 - カメ ラチャネル 4 個

b: なし  - PCI バス
e - PCI Express バス

MVS-8514e 第 2 世代のボード タイプ、4 チャネル、PCI Express

MVS-8501 第 1 世代のボード タイプ、1 チャネル、PCI バス
8 MVS-8600 ハードウェアマニュアル



序章
• MVS-8511e (MVS-8500Le の後継 )

• MVS-8514e (MVS-8504e の後継 )

この節では、 この大幅なアップグレードそれぞれの互換性について説明します。 新し
い MVS-8500 シリーズのフレームグラバに移行するために変更が必要である場合、 ど
のような変更が必要かを判断するには、 この節の情報を使用して ください。

ソフ トウェアの互換性
CVL および VisionPro ソフ トウェアフレームワークの両方について、 MVS-8500 シ
リーズのフレームグラバのモデルに関係な く、 まった く同じプログラ ミングステート
メン ト を使用します。 

• CVL では、 cc8501、 cc8504、 または cc8500l クラスのインスタンスを作成しま
す。

• VisionPro では、 CogFrameGrabber8501、 CogFrameGrabber8504、 または 
CogFrameGrabber8500L クラスを使用します。

取り付けられている MVS-8500 シリーズモデルを判断するには、 オブジェク トに対し
て name() メ ソ ッ ドを呼び出します。 戻り値は次のいずれかになります。

• Cognex 8501

• Cognex 8504

• Cognex 8511

• Cognex 8514

• Cognex 8504e

• Cognex 8511e

• Cognex 8514e

• Cognex 8500Le

ハードウェアの互換性
この節では、 MVS-8500 シリーズの各モデル間での互換性について説明します。
MVS-8600 ハードウェアマニュアル 9



序章
PCI Express バスのサポート  (MVS-8500Le および 
MVS-8504e)
MVS-8500e は MVS-8500 の上位製品で、PCI バスではな く  PCI Express バスに接続し
ます。 PCI Express フレームグラバは PCI フレームグラバと似ていますが、 下位互換
性はありません。 MVS-8500 から  MVS-8500e に移行する場合、 更新後の MVS-8500 
ド ライバと画像取り込みモジュールが必要です。 また、 お客様のソフ トウェアの変更
が必要になる場合もあります。 次の変更が必要になることがあります。

• アプリケーシ ョ ンのソースの変更と再コンパイルが必要になる場合があります。

• MVS-8500e から取り込んだ画像は MVS-8500 の画像とはグレーの値が異なる場合
があります。 コン ト ラス ト と輝度の微調整が必要になる場合があります。 

• MVS-8500Le に移行する場合、 サポートするカメラは 4 台ではな く、 2 台である
ことに注意して ください。 また、 サポートするパラレル I/O ラインは 16 本ではな
く  8 本のみです。 

第 2 世代ボード タイプ (MVS-8511、 MVS-8514、
MVS-8511e、 および MVS-8514e)
MVS-8511、 MVS-8514、 MVS-8511e、 および MVS-8514e (MVS-8501、 MVS-8504、
MVS-8500Le、 および MVS-8504e の後継 ) では、 更新後の AD コンバータが使用され
ます。 新しいボードは第 1 世代のボード と似ていますが、 下位互換性はありません。
第 1 世代のボードから第 2 世代のボードに移行する場合、 更新後の MVS-8500 ド ライ
バと画像取り込みモジュールが必要です (MVS-8500 シリーズのフレームグラバに付属
の追加情報を参照して ください )。

MVS-8500 シリーズフレームグラバでのコン ト ラス ト と輝
度の設定
コント ラスト と輝度の設定は、 CVL で、 ccContrastBrightnessProp クラスの関数を
使用して行います。 取り込まれた画像のグレーのレベルには、 使用しているボードに
応じて、一般によ く使用される範囲内 ( コン ト ラス トでは 0.05 ～ 0.95、輝度では 0.20 
～ 0.80) で多少の変化が見られます。

• 同じ入力信号を使用した場合でも、 MVS-8511、 MVS-8511e、 MVS-8514、 およ
び MVS-8514e フレームグラバが生成するグレーレベル値は、 MVS-8501 および 
MVS-8504 フレームグラバによって生成されるピクセル値と比べて、 10 グレーレ
ベル高く なる、 または 6 グレーレベル低く なることがあります。 すべての入力に
わたるグレー値の差異の中央値はおよそ 0 です。
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序章
• 同じ入力信号を使用した場合でも、 MVS-8511、 MVS-8511e、 MVS-8514、 およ
び MVS-8514e フレームグラバが生成するグレーレベル値は、 MVS-8500Le およ
び MVS-8504e フレームグラバによって生成されるピクセル値と比べて、 4 グレー
レベル高く なる、 または 12 グレーレベル低く なることがあります。 すべての入力
にわたるグレー値の差異の中央値はおよそ -2 です ( 最新のフレームグラバによっ
て生成される値は低く なります )。

輝度とコン ト ラス トの設定を調整することによって、 特定の入力値の範囲におけるグ
レー値の差異を最小限に抑えることができる場合があります。 

ボードの順序
1 台の PC で複数の MVS-8500 シリーズフレームグラバを使用している場合、 既存の 
MVS-8501、 MVS-8500Le、 MVS-8504、 または MVS-8504e フレームグラバの 1 つま
たは複数を、 新しい MVS-8511、 MVS-8501e、 MVS-8514、 または MVS-8514e フレー
ムグラバに交換した場合、 ご使用のアプリケーシ ョ ンコードによって返されるフレー
ムグラバインスタンスの順序が変わることがあります。 この節では、CVL と  VisionPro 
の両方について、 フレームグラバインスタンスはどのように列挙され、 返されるかに
ついて説明してから、 順序が変わる状況、 およびこの状況への対処方法を解説します。

CVL
使用している PC に存在するフレームグラバの数を判断するには、 次の CVL 関数を使
用します。

• ccBoard::count() は、 システムにあるすべてのタイプのフレームグラバの総数を
返します。

• cc8500l::count() は、 システムにある MVS-8500Le フレームグラバの総数を返し
ます。

• cc8501::count() は、 システムにある MVS-8501、 MVS-8511、 および 
MVS-8511e フレームグラバの総数を返します。

• cc8504::count() は、 システムにある MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 およ
び MSV-8514e フレームグラバの総数を返します。

特定のフレームグラバに対応するオブジェク ト インスタンスを取得するには次の CVL 
関数を使用します。

• ccBoard::get(index i) は指定されたインデックスを持つフレームグラバに対応す
るオブジェク ト インスタンスを返します。 この関数では、 取り付けられているフ
レームグラバは次のリストに示すように、 名前順にソート されています。

8500Le
8501
8504
8504e
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8511
8511e
8514
8514e

タイプの異なる複数のフレームグラバが取り付けられている場合、
ccBoard::get() では、 上のリストにある順序でフレームグラバが返されます。 例
えば、 MVS-8504e と  MVS-8514e が取り付けられている場合、 ccBoard::get(0) 
は常に MVS-8504e への参照を返し、 ccBoard::get(1) は常に MVS-8514e への参
照を返します。

同じ タイプのフレームグラバが複数取り付けられている場合、 ボードが取り付け
られている順序は不定です。 ある 1 台の PC のスロッ トに取り付けられたボード
のセッ トに関しては、 順序は常に同じですが、 その順序は、 ボードのシリアル番
号を比較する以外の方法では決定できません。

例えば、 MVS-8504 ボードが 2 枚取り付けられている PC では、 これらのボード
は常に同じ順序で返されます。 ボードの 1 枚を MVS-8514 と交換すると、 既存の 
MVS-8504 ボードが常に最初に返され、 新しい MVS-8514 は 2 番目に返されるよ
うになります。 既存の 2 枚の MVS-8504 ボードでは返される順序が不定であった
ため、 交換後は動作が異なる場合があります。 順序が変更されたかどうかを判断
するには、ボードの変更前と後に ccBoard::get(0) および ccBoard::get(1) を呼び
出す以外に方法はありません。  

• cc8500l::get(index i) は指定されたインデックスを持つ MVS-8500Le フレームグ
ラバに対応するオブジェク ト インスタンスを返します。 この関数によって返され
るフレームグラバの順序は不定です。 ある 1 台の PC のスロッ トに取り付けられ
たボードのセッ トに関しては、 順序は常に同じですが、 その順序は、 ボードのシ
リアル番号を比較する以外の方法では決定できません。

• cc8501::get(index i) は指定されたインデックスを持つ MVS-8501、 MVS-8511、
または MVS-8511e フレームグラバに対応するオブジェク ト インスタンスを返し
ます。 この関数によって返されるフレームグラバの順序は不定です。 ある 1 台の 
PC のスロッ トに取り付けられたボードのセッ トに関しては、 順序は常に同じです
が、 その順序は、 ボードのシリアル番号を比較する以外の方法では決定できませ
ん。 

• cc8504::get(index i) は指定されたインデックスを持つ MVS-8504、 MVS-8514、
MVS-8504e、 または MVS-8514e フレームグラバに対応するオブジェク ト インス
タンスを返します。 この関数によって返されるフレームグラバの順序は不定です。
ある 1 台の PC のスロッ トに取り付けられたボードのセッ トに関しては、 順序は
常に同じですが、 その順序は、 ボードのシリアル番号を比較する以外の方法では
決定できません。
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例えば、 MVS-8504 ボードが 2 枚取り付けられている PC では、 cc8504:: get() は
これらのボードを常に同じ順序で返します。 ボードの 1 枚を MVS-8514 と交換す
ると、 2 枚のボードがどの順序で返されるかは不定です。 順序が変更されたかど
うかを判断するには、 ボードの変更前と後に cc8504::get(0) および 
cc8504::get(1) を呼び出す以外の方法はありません。  

CVL アプリケーシ ョ ンの正しい動作が、 特定のインデックス値に対して返される特定
のボードに依存している場合、 ボード、 ボード タイプ、 またはスロッ ト位置を変更す
ると、 順序も変更されることがあります。 特定のソフ トウェアオブジェク ト インスタ
ンスを特定の物理ボード と関連付けるには、 ccBoard::serialNumber() によって返さ
れる値を調べる以外に決定的な方法はありません。

VisionPro
使用している PC に存在するフレームグラバの数を判断するには、 次の VisionPro プロ
パティ を使用します。

• CogFrameGrabbers.Count は、 システムにあるすべてのタイプのフレームグラ
バの総数を返します。

• CogFrameGrabber8500Ls.Count は、 システムにある MVS-8500Le フレームグ
ラバの総数を返します。

• CogFrameGrabber8501s.Count は、 システムにある MVS-8501、 MVS-8511、 お
よび MVS-8511e フレームグラバの総数を返します。

• CogFrameGrabber8504s.Count は、 システムにある MVS-8504、 MVS-8514、
MVS-8504e、 および MSV-8514e フレームグラバの総数を返します。

特定のフレームグラバに対応するオブジェク ト インスタンスを取得するには次の 
VisionPro プロパティ を使用します。

• CogFrameGrabbers.Item プロパティは指定されたインデックスを持つフレーム
グラバに対応するオブジェク ト インスタンスを返します。 この関数では、 取り付
けられているフレームグラバは次のリストに示すように、 名前順にソート されて
います。

8500Le
8501
8504
8504e
8511
8511e
8514
8514e
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タイプの異なる複数のフレームグラバが取り付けられている場合、
CogFrameGrabbers.Item では、 上のリストにある順序でフレームグラバが返さ
れます。 例えば、 MVS-8504e と  MVS-8514e が取り付けられている場合、
CogFrameGrabbers[0] は常に MVS-8504e への参照を返し、
CogFrameGrabbers[1] は常に MVS-8514e への参照を返します。

同じ タイプのフレームグラバが複数取り付けられている場合、 ボードが取り付け
られている順序は不定です。 ある 1 台の PC のスロッ トに取り付けられたボード
のセッ トに関しては、 順序は常に同じですが、 その順序は、 ボードを列挙する以
外の方法では決定できません。

例えば、 MVS-8504 ボードが 2 枚取り付けられている PC では、 これらのボード
は常に同じ順序で返されます。 ボードの 1 枚を MVS-8514 と交換すると、 既存の 
MVS-8504 ボードが常に最初に返され、 新しい MVS-8514 は 2 番目に返されるよ
うになります。 既存の 2 枚の MVS-8504 ボードでは返される順序が不定であった
ため、 交換後は動作が異なる場合があります。 順序が変更されたかどうかを判断
するには、 ボードの変更前と後に CogFrameGrabbers[0] および 
CogFrameGrabbers[1] の値を調べる以外の方法はありません。  

• CogFrameGrabber8500Ls.Item プロパティは指定されたインデックスを持つ 
MVS-8500Le フレームグラバに対応するオブジェク ト インスタンスを返します。
この関数によって返されるフレームグラバの順序は不定です。 ある 1 台の PC の
スロッ トに取り付けられたボードのセッ トに関しては、 順序は常に同じですが、
その順序は、 ボードのシリアル番号を比較する以外の方法では決定できません。

• CogFrameGrabber8501s.Item プロパティは指定されたインデックスを持つ 
MVS-8501、 MVS-8511、 または MVS-8511e フレームグラバに対応するオブジェ
ク ト インスタンスを返します。 この関数によって返されるフレームグラバの順序
は不定です。 ある 1 台の PC のスロッ トに取り付けられたボードのセッ トに関し
ては、 順序は常に同じですが、 その順序は、 ボードのシリアル番号を比較する以
外の方法では決定できません。 

• CogFrameGrabber8504s.Item プロパティは指定されたインデックスを持つ 
MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 または MVS-8514e フレームグラバに対応
するオブジェク ト インスタンスを返します。 この関数によって返されるフレーム
グラバの順序は不定です。 ある 1 台の PC のスロッ トに取り付けられたボードの
セッ トに関しては、 順序は常に同じですが、 その順序は、 ボードのシリアル番号
を比較する以外の方法では決定できません。

例えば、 MVS-8504 ボードが 2 枚取り付けられている PC では、
CogFrameGrabber8504s.Item はこれらのボードを常に同じ順序で返します。
ボードの 1 枚を MVS-8514 と交換すると、 2 枚のボードがどの順序で返されるか
は不定です。 順序が変更されたかどうかを判断するには、 ボードの変更前と後に 
CogFrameGrabbers[0] および CogFrameGrabbers[1] の値を調べる以外の方法
はありません。  
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VisionPro アプリケーシ ョ ンの正しい動作が、 特定のインデックス値に対して返される
特定のボードに依存している場合、 ボード、 ボード タイプ、 またはスロッ ト位置を変
更すると、 順序も変更されることがあります。 特定のソフ トウェアオブジェク ト イン
スタンスを特定の物理ボード と関連付けるには、 ICogFrameGrabber.SerialNumber 
プロパティによって返される値を調べる以外に決定的な方法はありません。
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表記規約
この節では、 本書の本文およびソフ トウェアの図で使用する表記規約を示します。

表記法
本書では、 次の表記法を使用します。

Microsoft Windows のサポート
Cognex CVL ソフ トウェアおよび VisionPro ソフ トウェアは Windows XP および 
Windows 7 オペレーティングシステムで稼動します。 このマニュアルセッ トでは、 こ
れらのオペレーティングシステムを一括して 「Windows」 と表記しています。 ただし、
各システムに固有の機能について説明する場合はこの限りではありません。 ご使用の
リ リースでサポート されているオペレーティングシステム、 ハードウェア、 およびソ
フ トウェアについては、 CVL の 『ゲッテ ィングスターテッ ド』 マニュアル、 または 
VisionPro 『クイ ッ クリファレンス』 を参照して ください。

boldface ( 太字 ) C/C++ および Visual Basic のキーワード、
関数名、 クラス名、 構造体、 列挙型、 型、
およびマクロを示します。 また、 ボタン名、
ダイアログボックス名、 およびメニューの
選択肢などのユーザインタフェースの要素
も示します。

Italic ( 斜体 ) 変数名、 データ メンバ、 引数、 列挙型、 定
数、 プログラム名、 およびファイル名を示
します。 本のタイ トル名、 章および節のタ
イ トル名にも使用されます。 強調として使
用する場合もあります。

courier ( クーリエ体 ) C/C++ および Visual Basic のコード例およ
びプログラムの出力例を示します。

courier ( 太字クーリエ体 ) コマンドセッシ ョ ンの説明において、 ユー
ザが入力するコマンドを示すために使用し
ます。

italic Tab や Enter など、 キーボードのキーを示す
場合には斜体を使用します。
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弊社所在地
当社のサービスは、 次の各営業所および本社で行っています。 

▼コグネックス株式会社　本社 〒 113-6591

東京都文京区本駒込 2-28-8 　文京グリー
ンコート 23 階

TEL ：03-5977-5400 （代表）

FAX ：03-5977-5401 （代表）

▼コグネックス株式会社
　大阪営業所

〒 532-0003

大阪府大阪市淀川区宮原 4-5-36 　セント
ラル新大阪ビル 10 階

TEL ：06-4807-8201

FAX ：06-4807-8202

▼コグネックス株式会社
　名古屋営業所

〒 450-0002

愛知県名古屋市中村区名駅 3-11-22 　IT
名駅ビル 4 階

TEL ：052-569-5900

FAX ：052-581-7760

▼コグネックス株式会社
　福岡営業所

〒 812-0013

福岡県福岡市博多区博多駅東1-18-25 第五
博多偕成ビル 5 階

TEL ：092-432-7741

FAX ：092-412-3590
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上記以外の情報に関しては、 http://www.cognex.co.jp/ にてご確認ください。

▼ Cognex Corporation 本社 One Vision Drive, Natick, MA

01760-2059 U.S.A.

TEL ：+1-508-650-3000

FAX ：+1-508-650-3333

サポート 〒 113-6591

東京都文京区本駒込 2-28-8 文京グリーン
コート 23 階

TEL： 03-5977-5410

ckk_support@cognex.com

www.cognex.co.jp
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1
MVS-8500 シリーズの
インストール
この章では、 MVS-8500 シリーズのフレームグラバを PC に取り付ける方法、 1 台以上
のカメラをフレームグラバに接続する方法、 およびト リガやストロボ、 I/O デバイスな
どの周辺機器を接続する方法について説明します。 

用語に関する注意
本書では、 次の用語を使用します。

• 用語 MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8504、 および MVS-8514 は、 PCI バスに接続
されるフレームグラバ固有の機能を説明するときに使用します。 用語 
MVS-8500/8510 は、 PCI バスボードすべてを表します。 

• 用語 MVS-8500Le、 MVS-8511e、 MVS-8504e、 および MVS-8514e は、 PCI 
Express バスに接続されるフレームグラバ固有の機能を説明するときに使用しま
す。 用語 MVS-8500e/8510e は、 PCI Express バスボードすべてを表します。 

• 用語 MVS-8500 シリーズフレームグラバは、 このマニュアルで説明するボードす
べてに共通する機能を説明するときに使用します。 

• PCI は 32 ビッ ト  PCI カードスロッ ト を、PCI-X は 64 ビッ ト  ( 拡張 ) PCI カードス
ロッ ト を示します。 

• PCI Express バスを示すときに PCIe という用語を使用する場合があります。 

• フレームグラバ名を短くするために、 MVS- を省略して、 8500、 8504、 8514e、
8504e などのように記述することがあります。
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
ホスト  PC の条件
MVS-8500 シリーズのフレームグラバを取り付けるには、 ホスト  PC は少な く とも、
次の条件を満たしている必要があります。

• MVS-8500/8510 フレームグラバでは、 マザーボードのチップセッ トは PCI 2.1、
2.2、 または 2.3 の仕様に完全に準拠していること。 Pentium、 Pentium III、
Pentium 4、 および Xeon CPU をサポート している Intel 製チップセッ トが搭載さ
れたマザーボードは、 この仕様に準拠していることが確認されています。 AMD 
K6-III、 および Athlon CPU をサポート している VIA 製チップセッ トが搭載された
マザーボード もこの仕様に準拠していることが確認されています。 

• 使用可能な PCI または PCI-X カードスロッ トが 1 つあること。

• MVS-8500e/8510e フレームグラバでは、 マザーボードのチップセッ トは PCI 
Express リビジ ョ ン 1.0a、 1.1、 または 2.0 仕様に完全に準拠していること。
Pentium 4、 Pentium D、 Core Duo、 Core 2 Duo、 および Xeon CPU をサポート し
ている Intel 製チップセッ トが搭載されたマザーボードは、 この仕様に準拠してい
ることが確認されています。 

• 使用可能な PCI Express カードスロッ トが 1 つあること。

• Cognex ソフ トウェアのインストールに必要な CD-ROM または DVD ド ライブ 1 台
があること。 ネッ トワーク経由でアクセスできる CD-ROM または DVD ド ライブ
でもかまいません。

使用する Cognex ソフ トウェアパッケージによっては、 ほかにも必要となる条件があ
る場合があります。 Cognex 製ソフ トウェアのリ リースノートまたは 『ゲッテ ィングス
ターテッ ド』 マニュアルを参照して、 次のソフ トウェア条件を確認して ください。

• 推奨する CPU 速度

• ホストオペレーテ ィングシステム ( サポート されているサービスパックのリ リー
スレベルを含む )

• サポート されているビデオカード

• デスク ト ップの色数 ( 表示可能な色数 )

• デスク ト ップのサイズ ( 画面の幅 × 高さで示されるピクセル数 )

• マウスなどのポインテ ィングデバイス
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
MVS-8500 シリーズのインストール
この節では、 MVS-8500 シリーズのフレームグラバを取り付ける準備と取り付けの手
順について説明します。 次の節では、 PCI または PCI-X バスを持つ PC に 
MVS-8500/8510 フレームグラバを選択し、 取り付ける方法を説明します。 PCI 
Express バスを搭載した PC への MVS-8500e/MVS-8510e の取り付けについては、P25 
の 「MVS-8500e/8510e:PCI Express スロッ ト を選択する」 を参照して く ださい。 

MVS-8500/8510:PCI スロッ ト を選択する
MVS-8500/8510 は、 5 V および 3.3 V のシステムとの互換性を持つユニバーサル PCI 
インタフェースを備えています。

PCI または PCI-X のスロッ トに取り付けた場合、 MVS-8501 および MVS-8511 モデル
は標準 33 MHz 動作をサポート します。 MVS-8501 および MVS-8511 は 66 MHz 動作
をサポート していません。 

MVS-8504 および MVS-8514 モデルは、33 MHz および 66 MHz 動作の両方をサポート
しています。 これらのモデルは次の条件下で 66 MHz 動作をサポート しています。

• PC のマザーボード とチップセッ トが 66 MHz PCI または PCI-X 動作をサポート し
ていること。

• MVS-8504 または MVS-8514 は、 66 MHz 動作をサポート している PCI または 
PCI-X スロッ トに取り付けられていること。

• 同じ  66 MHz PCI または PCI-X バスセグメン トに 33 MHz PCI カードを取り付けて
いないこと。

次の場合、 MVS-8504 または MVS-8514 は標準の 33 MHz PCI カード と して動作しま
す。

• 標準 33 MHz PCI スロッ トに挿入した場合

• 66 MHz PCI または PCI-X スロッ トに挿入したが、上記の条件のいずれかが満たさ
れていない場合

66 MHz PCI スロッ ト を識別する 
66 MHz 動作のサポートは、PCI 仕様バージョ ン 2.1 以降で PCI 仕様の一部として規定
されています。 66 MHz 動作が実際にサポート されているのは、 一般にサーバまたは
ワークステーシ ョ ンクラスのマザーボードに限られています。 

通常、 66 MHz 動作は 64 ビッ ト  PCI スロッ トに関連付けられますが、 この 2 つの機能
は同一ではありません。 66 MHz 動作は通常 64 ビッ ト  PCI または PCI-X スロッ トで行
われますが、すべての 64 ビッ ト  PCI スロッ トで 66 MHz 動作がサポート されていると
は限りません。 p.24  の図 2 に示すように、 64 ビッ ト  PCI スロッ トはその拡張された
サイズによって識別できます。 
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
通常、66 MHz 動作をサポートするマザーボードにおいて、66 MHz PCI スロッ トは 33 
MHz PCI スロッ ト とは異なる PCI バスまたはバスセグメン トに配置されます。 

一般に、 66 MHz 動作を実現するには、 64 ビッ ト  PCI または PCI-X スロッ トに 
MVS-8504 または MVS-8514 を挿入し、同じマザーボード上の別の 64 ビッ トスロッ ト
には 33 MHz PCI ボードを挿入しないようにします。 しかし、 66 MHz 動作を物理的に
識別する目印はありません。 次のことは、 PC またはマザーボードのマニュアルでしか
確認できません。

• 66 MHz 動作がサポート されているかどうか

• 同じ  PCI バスまたはバスセグメン トにどの PCI スロッ トがあるか 

 図 2. PCI スロッ ト タイプ

PCI-X スロッ ト
2003 年から  PCI-X (PCI Extended) スロッ ト付きのマザーボードが使用できるようにな
りました。 PCI-X スロッ トは、 66 MHz 以上の速度の動作をサポートする 64 ビッ トス
ロッ トです。 PCI-X スロッ トに挿入した MVS-8504 または MVS-8514 は、 標準の 33 
MHz PCI カードが同じ  PCI-X バスセグメン トに挿入されていない限り、 66 MHz で動
作します。

注 MVS-8504 または MVS-8514 は両方とも  64 ビッ トスロッ トで動作
しますが、 どちらのボードも  64 ビッ トモードでは動作しません。
32 ビッ トモードのみで動作します。
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
MVS-8500e/8510e:PCI Express スロッ ト を選択する
MVS-8500e/MVS-8510e には、 x1 PCI Express バスインタフェースがあります。 PCI 
Express カードスロッ トのサイズには、 次の図 3 にあるように、 x1、 x4、 x8、 および 
x16 の 4 種類があります。 

 図 3. PCI Express カードスロッ ト

MVS-8500e/8510e には x1 バスがあり、 任意の x1、 x4、 x8、 または x16 PCI Express 
スロッ トに取り付けることができます。

取り付け手順
MVS-8500 シリーズのフレームグラバを取り付ける手順は次のとおりです。

注意 静電気放電 (ESD) が発生すると、 Cognex 製ハードウェアの電子部
品が損傷する場合があります。 

1. ESD を防ぐために、 接地した静電気防止リストス ト ラ ップを装着します。 

2. PC の電源を切って、 カバーを取り外します。

3. 上記の節を参照して、 フレームグラバ用の拡張スロッ ト を選択します。 スロッ ト
のカバーを取り外し、 将来使用する場合に備えて保管します。 

4. ボードをスロッ トにしっかり と固定されるまで差し込みます。 

5. PC から、 フレームグラバの背面上部隅にある外部電源コネクタに電源を接続しま
す。 コネクタには、 MVS-8501 および MVS-8504 ボードでは J3、 そのほかの 
MVS-8500 シリーズのボードすべてには J2 とラベルが付いています。

x1

x8

x16

x4
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
MVS-8501 および MVS-8504 の外部電源コネクタには、 +12 V の電源が必要です。
外部コネクタ経由で供給される電源はすべて、 外部カメラへの給電に使用できま
す。 ボードはこの電源を一切使用しません。

MVS-8501 および MVS-8504 の接続を図 4 に示します。 図 4 に示すように、
Cognex 製電源アダプタケーブル 300-0391 を使用して、 ボードを標準の 4 ピン 
PC 電源コネクタに接続できます。 

 図 4. MVS-8500 の外部電源コネクタ

短期の開発用には、 300-0391 の代わりに Cognex 製ケーブル 300-0175 を使用で
きます。 しかし、ケーブル 300-0175 は MVS-8501 または MVS-8504 の J3 コネク
タにはロックされないため、 導入システムでは使用しないで ください。

外部 
電源
コネクタ

J3

PC の電源アダプタへ

300-0391
MVS-8500 ボード
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
PC に PATA (4 ピン ) 電源コネクタではな く、 SATA 電源コネクタが搭載されてい
る場合、 図 5 に示すように、 Cognex 製電源アダプタケーブル 300-0391 に付属の
アダプタを使用して、 MVS-8501 または MVS-8504 を SATA 電源コネクタに接続
することができます。

 図 5. SATA アダプタ  (MVS-8500)

MVS-8511、 MVS-8514、 および MVS-8500e/8510e の外部電源コネクタには、 +5 
V 電源および +12 V 電源の両方が必要です。 +12 V 電源は直接カメラに送られ、
ボードでは使用されませんが、 +5 V 電源はフレームグラバによって使用されま
す。 外部 +5 V 電源に接続されていない場合、 MVS-8511、 MVS-8514、 または 
MVS-8500e/8510e は動作しません。

SATA 電源
コネクタ

SATA アダプタ

Cognex 製電源
アダプタケーブル
300-0391

MVS-8501/8504 
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
図 6 に示すように、 標準の 4 ピン PC 電源ケーブルを直接 MVS-8511、
MVS-8514、 または MVS-8500e/8510e の J2 コネクタに接続できます。

 図 6. MVS-8511、 MVS-8514、 および MVS-8500e/8510e の外部電源接続

6. PC でフェースプレートのネジが使用されている場合、 フェースプレートのネジを
締め直してフレームグラバを固定し、 カ メラの接続や取り外しの際にフレームグ
ラバが緩まないようにします。 

7. PC のカバーを元に戻します。 

注意 カメラやパラレル I/O デバイスをフレームグラバに接続するまで 
PC の電源を入れないで ください。 

電源アダプタへ

P4

PC の

外部
電源コネクタ

J2
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
カメラの設定
この節では、 MVS-8500 シリーズのフレームグラバで使用する場合に特殊な設定が必
要なカメラのセッ トアップ手順について説明します。

JAI CV-A1 カ メラの設定
MVS-8500 シリーズでは、 JAI CV-A1 ラージフォーマッ トプログレッシブスキャンカ
メラをサポート しています。 CV-A1 カメラを Cognex から購入した場合は、 既に設定
済みで、 すぐに使用できる状態になっています。 CV-A1 をサードパーティから購入し
た場合は、 この節の説明に従ってカメラを設定する必要があります。 

Windows を実行している PC とカ メラの間をシリアルケーブルで接続して、JAI CV-A1 
を設定します。次に、 JAI の Camera Control Tool (CCT) を実行します。 CCT は JAI の 
Web サイ ト  (www.jai.com) からダウンロードできます。 

シリアルケーブルを制作するか、 JAI から購入します。 このケーブルの一方の端には
ヒロセ HR10A-7P-6S コネクタ  (7 mm プラグ、 6 ピンメス ) が必要です。 この端は、
CV-A1 にある 6 ピンのヒロセコネクタに接続します。 ケーブルのも う一方の端には、
Camera Control Tool を実行する PC のシリアルポートに適合する DB-9F コネクタまた
は DB-25F コネクタが必要です。接続が必要な信号ラインは TXD、RXD、および GND 
のみです。 ピン配列情報については JAI と  PC のマニュアルを参照して ください。
CV-A1 の TXD ラインを PC のシリアルポートの RXD ラインにマッピングし、 カメ ラ
の RXD を PC の TXD にマッピングします。 

1. CV-A1 カメラの電源を入れます。

2. CV-A1 カメラと制御用 PC の空きシリアルポートにシリアルケーブルを接続しま
す。 

3. CV-A1 Control Tool を起動します。7 つのボタンがある 1 本のツールバーが表示さ
れます。 

4. 6 番目のボタンをクリ ックします。[Communication] ダイアログが表示されます。 

a. [Communication Port] のドロップダウンで、手順 2 で選択したシリアルポー
ト を選択するか、 [Auto] ボタンをクリ ックします。

b. [Status] セクシ ョ ンに 「On-line」 という単語が表示されるまで待機します。

c. [Synchronize] セクシ ョ ンには 「Not Synchronized」 と表示されることがあり
ます。 ここでは無視します。
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
5. 最初のボタンをクリ ックします。 [Shutter and Sync Signals] ダイアログが開きま
す。 このダイアログのフ ィールドを次のように設定します。 

6. 6 番目のボタンをクリ ックし、[Communication] ダイアログをも う一度開きます。 

a. [Synchronize Camera] ボタンをクリ ックし、 「Synchronized」 という確認
メ ッセージが表示されるまで待機します。

7. 5 番目のボタンをクリ ックし、 [Files and Camera] ダイアログを開きます。

a. [Factory and User Settings in Camera] および [Initial Data] で同じ  User n の
設定を選択します。 例えば、 両方のフ ィールドで [User 1] を選択します。

b. [Store Settings] ボタンをクリ ックします。

c. [Write to Camera] ボタンをクリ ックします。 

d. 必要に応じて [Write to File] ボタンをクリ ックし、選択したファイルに現在の
カメラ設定を保存します。

8. カメラと  PC からシリアルケーブルを取り外します。 

これで、 CV-A1 は MVS-8500 シリーズで動作するように設定されました。 カ メラに電
源を入れると、 設定を変更しない限り、 この設定になります。 

コン ト ロール 設定

Shutter Mode Normal

Trigger Mode Pulse Width Control

Trigger Polarity Active L

HD Synchronous Accumulation Async

Pixel Clock Out Off

Partial Scan Mode Full Frame

EEN/WEN WEN

WEN Polarity Active L

Sync Signal Output On

Binning Binning OFF
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
JAI CV-A2 カ メラの設定
MVS-8500 シリーズでは、 JAI CV-A2 ラージフォーマッ トプログレッシブスキャンカ
メラをサポート しています。 CV-A2 カメラを Cognex から購入した場合は、 既に設定
済みで、 すぐに使用できる状態になっています。 CV-A2 をサードパーティから購入し
た場合は、 この節の説明に従ってカメラを設定する必要があります。 

Windows を実行している PC とカ メラの間をシリアルケーブルで接続して、JAI CV-A2 
を設定します。次に、 JAI の CV-A2 Camera Control Tool (CCT) を実行します。CCT は 
JAI の Web サイ ト  (www.jai.com) からダウンロードできます。 

シリアルケーブルを制作するか、 JAI から購入します。 このケーブルの一方の端には
ヒロセ HR10A-7P-6S コネクタ  (7 mm プラグ、 6 ピンメス ) が必要です。 この端は、
CV-A2 にある 6 ピンのヒロセコネクタに接続します。 ケーブルのも う一方の端には、
Camera Control Tool を実行する PC のシリアルポートに適合する DB-9F コネクタまた
は DB-25F コネクタが必要です。接続が必要な信号ラインは TXD、RXD、および GND 
のみです。 ピン配列情報については JAI と  PC のマニュアルを参照して ください。
CV-A2 の TXD ラインを PC のシリアルポートの RXD ラインにマッピングし、 カメ ラ
の RXD を PC の TXD にマッピングします。 

1. CV-A2 カメラの電源を入れます。

2. CV-A2 カメラと制御用 PC の空きシリアルポートにシリアルケーブルを接続しま
す。 

3. CV-A2 Control Tool を起動します。 数個のボタンがある 1 本のツールバーが表示
されます。 

4. [Communication] ボタンをクリ ックします。 [Communication] ダイアログが表示
されます。 

a. [Communication Port] のドロップダウンで、手順 2 で選択したシリアルポー
ト を選択するか、 [Auto] ボタンをクリ ックします。

b. [Status] セクシ ョ ンに 「On-line」 という単語が表示されるまで待機します。

c. [Synchronize] セクシ ョ ンには 「Not Synchronized」 と表示されることがあり
ます。 ここでは無視します。

d. [Synchronize Camera] ボタンをクリ ックし、 「Synchronized」 という確認
メ ッセージが表示されるまで待機します。 これは、 Control Tool がカメラから
の実際の値を表示していることを示します。 

5. [Camera Control] ウィンドウで、 次の値を指定します。 

コン ト ロール 設定

Shutter Mode Normal

Shutter Speed OFF
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
6. [Communication] ダイアログをも う一度開きます。 

a. [Synchronize Camera] ボタンをクリ ックし、 「Synchronized」 という確認
メ ッセージが表示されるまで待機します。 これは、 Control Tool がカメラに新
しい値を書き込んだことを示します。

7. [Files and Camera] ダイアログを開きます。

a. [Factory and User Settings in Camera] および [Initial Data] で同じ  User n の
設定を選択します。 例えば、 両方のフ ィールドで [User 1] を選択します。

b. [Store Settings] ボタンをクリ ックします。

c. [Write to Camera] ボタンをクリ ックします。 

Partial Scan Mode Full Frame

Gain Setup Manual Gain

Rear Potentiometer Gain Control ON または OFF ( アプリケーシ ョ ン
によって異なる )

Trigger Mode Pulse Width Control

Trigger Polarity Active L

Pixel Clock Out OFF

HD Synchronous Accumulation Async

EEN/WEN WEN

WEN Polarity Active L

Sync Signal Output ON

Binning OFF

Iris Select Video Out

Sensor Gate Invert Normal

Sensor Gate Trig Mode

Black Level 変更しないで ください ( 工場出荷時
のデフォルト を使用して ください )

White Clip Level 変更しないで ください ( 工場出荷時
のデフォルト を使用して ください )

コン ト ロール 設定
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
d. 必要に応じて [Write to File] ボタンをクリ ックし、選択したファイルに現在の
カメラ設定を保存します。

8. カメラと  PC からシリアルケーブルを取り外します。 

これで、 CV-A2 は MVS-8500 シリーズで動作するように設定されました。 カ メラに電
源を入れると、 設定を変更しない限り、 この設定になります。 

Sony DXC-390 カラーカメラを設定する
MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 および MVS-8514e では、 Sony DXC-390 カ
ラーカメラがサポート されています。 DXC-390 カメラを Cognex から購入した場合
は、 既に設定済みで、 すぐに使用できる状態になっています。 

注 Cognex から  Sony DXC-390 カメラを購入した場合、 カメラ本体ま
たは梱包箱、 あるいはその両方に DXC-390/C という ラベルが付い
ています。 「/C」 は、 カメ ラが次に示す手順で設定されていること
を意味します。

Sony DXC-390 をサードパーティから購入した場合は、 次の手順に従ってカメラを設
定する必要があります。 

次の手順は、 DXC-390 の水平有効映像区間をラインあたり  200 ns 拡大し、 ビデオのノ
イズレベルを低減します。

1. DXC-390 の上部カバーを固定している小ネジ 7 個を外して、 紛失しないように保
管しておきます。 上部カバーを外します。 

2. 図 7 に示すスイッチ S102 の位置を確認します。 

 図 7. Sony DXC-390 のカバーを外した状態

3. 小さいドライバを使用して、 スイッチ S102 を ADJ のラベルが付いている下の位
置に設定します。

S102
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
4. VIDEO OUT のラベルが付いているカメラのコンポジッ ト ビデオコネクタに、
NTSC モニタを接続します。 

5. DC IN/VBS のラベルが付いているヒロセコネクタから、 カ メラに電源を供給しま
す。 ライブビデオがモニタに表示されます。 

カメラに +12 V の電源を供給するには、 電源が投入された PC の MVS-8504 また
は MVS-8504e ボードから分岐しているカメ ラケーブルのヒロセコネクタをカメ
ラに接続します。 別の方法として、 ベンチ電源から電源を供給することもできま
す。 

6. MENU ボタンを押して、 ビデオモニタを観察します。 スイッチ S102 が通常の上
の位置に設定されている場合、 MENU ボタンを押すと、 設定メニューが表示され
ます。 スイッチ S102 が下の位置に設定されている場合、 MENU ボタンを押すと、
画面下部に数値レジスタと  1 行の設定行が表示されます。 

最終行の設定行には、 「DSPAdj No. 00 Data 00」 が表示されます。 これは、 DSP 
調整番号が 00 で、 データ値が 00 であることを示します。 

7. [ ← ] ボタンと  [ → ] ボタンを同時に押します。 これにより、 設定行が中央位置に
リセッ ト されます。 DSP 調整番号が 240、 データ値が 8C になります。

8. DSP 調整番号が 336 になるまで [ → ] ボタンを押します。 [ → ] ボタンを押したま
まにすると、 調整番号の変化が速く なります。 

9. DSP 調整番号が 336 になったら、 [ ↑ ] や [ ↓ ] のボタンを使用して、 データ値を 
32 から  3C に変更します。

10. [ ← ] ボタンと  [ → ] ボタンを同時に押して、 設定行を DSP 調整番号 240、 データ
値 8C に戻します。 

11. DSP 調整番号が 207 になるまで [ ← ] ボタンを押します。 数値を速く変化させる
には、 ボタンを押したままにします。

12. DSP 調整番号が 207 になったら、 [ ↑ ] や [ ↓ ] のボタンを使用して、 データ値を 
F9 から  40 に変更します。

13. 注意深く、スイッチ S102 を上 (OPE ラベル側 ) にスライ ド します。MENU ボタン
を押して、 DSP 調整行でな く、 標準の SETUP メニューが表示されることを確認
します。 

14. DC IN/VBS コネクタからヒロセケーブルを外して、 カ メラの電源を切ります。 次
に、 ビデオ出力ケーブルを外し、 DXC-390 の上部カバーを元どおりに取り付けま
す。
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Sony DXC-390 カラーカメラを配線する
MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 および MVS-8514e フレームグラバでは、
Sony DXC-390 カラーカメラがサポート されています。 DXC-390 は専用カメラケーブ
ルで直接、 フレームグラバに接続することもできますし、 ブレークアウトケーブルを
使用して、 DXC-390 と同時にモノクロカメラを 1 台接続することもできます。

フレームグラバのカメラポートに直接接続するには、 Cognex 製ケーブル 300-0176 を
使用します。

Cognex 製ブレークアウトケーブル 300-0406 は、 p. 73 の 「カラー + モノ クロカメラ
ブレークアウトケーブル」 の説明に従って使用して ください。 

Sony XC-55 カメ ラを設定する
MVS-8500 では、 Sony XC-55 および XC-55BB カメラがサポート されています。
XC-55 カメラを Cognex から購入した場合は、 既に設定済みで、 すぐに使用できる状
態になっています。 XC-55 をサードパーティから購入した場合は、 この節の説明に
従ってカメラを設定する必要があります。 

Sony からの出荷時には、 XC-55/55BB カメ ラは Sony XC-75 カメラと同じ動作をする
ように設定されています。 最高のパフォーマンスを得るには、 E-DONPISHA II ト リガ
シャッ ターモードに設定することを推奨します。 2 つのスイッチ設定によって 
XC-55/55BB を ト リガシャッ ターモードに設定します。 一方のスイッチはカメ ラの
バックパネルにある外部スイッチであり、 も う一方のスイッチはカメラのカバーの中
にある内部スイッチです。 その手順は次のとおりです。

1. XC-55/55BB カメラのバックパネル上にある 1N/1L スイッチの位置を確認します。
このスイッチを 1N 位置に切り替えます。

2. カメラ制御ユニッ トのカバーを取り外します。 カ メラ制御ユニッ ト内部にある 
SG-257 という ラベルの付いた回路基板の位置を確認します。 

3. SG-257 回路基板上にあるロータ リスイッチ S2 の位置を確認します。 このスイッ
チは、 カメラのト ップカバーが上に、 レンズマウン トが右に く るようにカメラを
持った場合、 4 つあるロータ リスイッチの右上にあります。 このスイッチを E 位
置に切り替えます。 

Sony XC-ES カメラを設定する
MVS-8500 シリーズでは、 Sony XC-ES50 カメ ラのファ ミ リ  (XC-ES50 および 
XC-ES50CE を含む ) がサポート されています。 XC-ES50 カメラを Cognex から購入
した場合は、 既に設定済みで、 すぐに使用できる状態になっています。 XC-ES50 を
サードパーティから購入した場合は、 この節の説明に従ってカメラを設定する必要が
あります。
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
図 8 は、 Sony XC-ES50 カメラのバックパネル、 および工場出荷時のデフォルトモー
ド とラピッ ド リセッ トモードのスイッチ設定を示します。 

 図 8. Sony XC-ES50 カメラのバックパネル

Sony XC-ES50 カメラのスイッチを設定するには、 次の手順に従います。

1. 10 ポジシ ョ ンの DIP スイッチを 図 8 に示すように設定します。

注 工場出荷時のデフォルトモードでスイッチ 5 を ON にして、 フレー
ム蓄積ではな く、 フ ィールド蓄積を使用することができます ( シン
グルフ ィールド とハーフ解像度のみ )。

2. 手動ゲインスイッチを垂直の状態に設定します。

3. HD/VD スイッチを外部 (EXT) に設定します。

4. 75W  スイッチを ON にします。
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
Sony XC-HR カメ ラを設定する
Sony XC-HR ファ ミ リのカメラ  (HR50、 HR57、 HR58、 HR70、 および HR90) を 
MVS-8500 シリーズのフレームグラバで使用するには、 次の手順に従って、
E-DONPISHA II ト リガシャ ッ ター、 プログレッシブスキャン、 および非同期リセッ ト
を使用するようにカメラを設定します。 

1. スイッチを変更する前に、 カメラからすべての電気的接続を取り外します。

2. カメラの背面にある 10 ビッ ト  DIP スイッチブロックの位置を確認します。スイッ
チを表 1 に示すように設定します。 

3. HR50、 HR57、 HR58、 および HR70 カメラでは、 Int/Ext という ラベルの付いた
スイッチの位置を確認します。 このスイッチを Ext に設定します。 

HR90 カメラでは、 2 つ目の 4 ビッ ト  DIP スイッチを表 2 のように設定します。

DIP スイッチ 設定

1 OFF

2 OFF

3 OFF

4 OFF

5 OFF

6 OFF

7 ON

8 ON

9 OFF

0 OFF

表 1. Sony XC-HR50、 XC-HR57、 XC-HR58、 XC-HR70、 および XC-HR90 
の DIP スイッチ設定

DIP スイッチ 設定

1 ON

2 ON

表 2. Sony XC-HR90 の DIP スイッチ設定
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
Sony XC-ST カメ ラを設定する
MVS-8500 シリーズでは、 Sony XC-ST カメ ラのファ ミ リ  (XC-ST50 および 
XC-ST50CE を含む ) がサポート されています。XC-ST50 カメラを Cognex から購入し
た場合は、 既に設定済みで、 すぐに使用できる状態になっています。 サードパーティ
から  XC-ST50 カメ ラを購入した場合は、 この節の説明に従って、 カメ ラを設定する必
要があります。

図 9 は、 XC-ST50 カメ ラのバックパネル、 および工場出荷時のデフォルトモード とラ
ピッ ド リセッ トモードのスイッチ設定を示しています。 

 図 9. Sony XC-ST50 カメラのバックパネル

Sony XC-ST50 カメラのスイッチを設定するには、 次の手順に従います。

1. 8 ポジシ ョ ンの DIP スイッチを図 9 に示すように設定します。

注 フレーム蓄積ではな く、 フ ィールド蓄積を使用するには、 工場出荷
時のデフォルトモードでスイッチ 5 を ON にします ( シングル
フ ィールド とハーフ解像度のみ )。

2. ゲインを 「F」 の位置にします。

3 OFF* (15 FPS 処理の場合は ON)

4 OFF

DIP スイッチ 設定

表 2. Sony XC-HR90 の DIP スイッチ設定
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
3. INT EXT スイッチを外部 (EXT) に設定します。

4. TRIG を + に設定します。

5. ガンマ (g) を OFF にします。

6. 75W  スイッチを ON にします。 

Teli CS8541D カ メラを設定する
Teli CS8541D カメ ラを MVS-8500 シリーズのフレームグラバで使用する場合、1/60 秒
のノンインタレース、 シャッ ターモードを使用するように設定します。 次の手順に従
います。

1. スイッチを変更する前に、 カメラからすべての電気的接続を取り外します。

2. カメラ制御ユニッ トの下部にある DIP スイッチブロックの位置を確認します。 ス
イッチを表 3 に示すように設定します。 

スイッチの機能

DIP 
スイッチ 設定

E シャッ ター速度 1 OFF

E シャッ ター速度 2 ON

E シャッ ター速度 3 ON

ビデオ出力モード 4 OFF

シャッ ターモード 5 OFF

シャッ ターモード 6 OFF

部分スキャン 7 OFF

部分スキャン 8 OFF

ト リガの極性 9 OFF

RTS 露光モード 10 ON

表 3. Teli CS8541D カメラの DIP スイッチ設定
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
3. カメラ制御ユニッ トのカバーを取り外します。 カ メラの操作マニュアルを参照し
て、 SW1、 SW4、 SW5 の各スイッチの位置を確認します。 これらのスイッチを
表 4 に示すように設定します。

4. カメラ制御ユニッ トのカバーを元に戻します。

5. カメラの制御ユニッ トの側面にある、 Gain Control という ラベルの付いたスイッ
チの位置を確認します。 このスイッチを Fix に設定します。 

Toshiba IK-53V カメ ラを設定する
Toshiba IK-53V カメ ラを MVS-8500 シリーズのフレームグラバで使用する場合、 パル
ス幅ト リガ、 同期非リセッ ト、 フル解像度、 プログレッシブスキャンモードを使用す
るように設定します。 次の手順に従います。

1. スイッチを変更する前に、 カメラからすべての電気的接続を取り外します。

2. カメラの背面にある DIP スイッチブロックの位置を確認します。 スイッチを表 5 
に示すように設定します。 

スイッチの機能 DIP スイッチ 設定 デフォルト設定

ビデオ出力カップ
リング

SW1 AC DC

E シャッ ター速度 SW4 IN IN

ExSync 
インピーダンス

SW5 75 High

表 4. Teli CS8541D カメラの内部スイッチ設定

DIP スイッチ 設定

1 OFF

2 OFF

3 OFF

4 OFF

5 ON

6 ON

7 OFF

表 5. Toshiba IK-53V カメラの DIP スイッチ設定
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
8 OFF

9 ON

0 OFF

DIP スイッチ 設定

表 5. Toshiba IK-53V カメラの DIP スイッチ設定
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MVS-8500 シリーズの インストール 1
カメラの接続
MVS-8500 シリーズでサポート されているほとんどのカメラでは、 カメ ラのブレーク
アウトケーブルをこのフレームグラバの DB-26F カメ ラポートに接続する必要があり
ます。 ブレークアウトケーブルには、 カメラ接続用の、 CAM1 から  CAM4 という ラベ
ルの付いた 4 つのヒロセ 12P ポートがあります。 使用可能なブレークアウトケーブル
については、 p. 70 の 「カ メ ラの接続オプシ ョ ン」 を参照して く ださい。 

サポート されているカメラとケーブルの最新の一覧については、 Cognex ソフ トウェア
パッケージに同梱されているドキュメン ト 『Supported Cameras』 を参照して くださ
い。 このドキュメン トがある場所については、 p. 75 の 「サポート されているカメラの
カメラケーブル」 で説明しています。 

Teli CS8541D と  Sony DXC-390 の接続は例外です。 これらのカメラのケーブルはフ
レームグラバの DB-26F カメ ラポートに直接接続します。 MVS-8500 シリーズのフ
レームグラバには、 1 台の Teli CS8541D または Sony DXC-390 だけを接続できます。 

注意 MVS-8500 シリーズでは、 カメラのホッ トプラグをサポート してい
ません。 カメラの取り付け、 取り外しをする前に、 PC の電源が完
全にオフになっていることを確認して く ださい。 PC の電源が入っ
ているときに装置を MVS-8500 シリーズのフレームグラバに接続
すると、 電気的な損傷が生じることがあります。
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1 MVS-8500 シリーズの インストール
パラレル I/O デバイスの接続
MVS-8500 シリーズでは、 ステータス LED、 パーツ排出スイッチなどの汎用 I/O デバ
イスの接続とともに、 ト リガおよびストロボデバイスの接続がサポート されています。
MVS-8500Le を除く、 MVS-8500 シリーズのフレームグラバはすべて、 Cognex 製ソフ
トウェアで制御可能な 16 本の双方向 TTL ラインを備えています。 MVS-8500Le は 8 
本のラインを備えています。 Cognex 製の光絶縁 I/O モジュールを併用すると、 すべて
のラインを光絶縁にすることができます。 

ご使用の画像処理アプリケーシ ョ ンのソフ トウェアコマンドによって、 双方向ライン
を入力用にするか、 または出力用にするかを決定します。 各双方向ラインは個別に制
御されます。 どのラインでも入力または出力用に使用することができます。 

MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 および MVS-8514e では、 ラインのうち 4 本は
ハードウェアト リガラインとして設定でき、 4 本はハードウェアスト ロボ制御ライン
として設定できます。 ご使用の画像処理アプリケーシ ョ ンのソフ トウェアコマンドに
よって、 これらのラインの専用ト リガ機能を有効にするか、 またはストロボ機能を有
効にするかを決定します。

表 6 は、 パラレル I/O デバイス接続オプシ ョ ンでのケーブルと接続の条件を要約して
います。 

注意 MVS-8500 シリーズは、 I/O デバイスのホッ トプラグをサポート し
ていません。 I/O デバイスを接続する前に、 PC の電源が完全に
切ってあることを確認して ください。 PC の電源が入っているとき
に装置を MVS-8500 シリーズのフレームグラバに接続すると、 電
気的な損傷が生じることがあります。

Cognex 製
ケーブル 接続先 次の接続先

光絶縁
オプシ ョ ン

300-0389 光絶縁 I/O モジュール、 P/N: 
800-5712-3

I/O デバイス

TTL 
オプシ ョ ン

300-0390 TTL I/O モジュール、 P/N: 
800-5818-1

光絶縁、 およ
び TTL オプ
シ ョ ン

300-0399 分岐ケーブルの一方は 10 ピン
の端子スト リ ップに接続しま
す。 も う一方は光絶縁 I/O モ
ジュール (P/N: 800-5712-3) に
接続します。

表 6. I/O 接続オプシ ョ ンのケーブルと装置
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TTL I/O デバイスを接続する
図 10 は、TTL オプシ ョ ンを使用してパラレル I/O デバイスを MVS-8500 シリーズのフ
レームグラバに接続している様子を示しています。 

 図 10. TTL 接続オプシ ョ ン 

Cognex TTL I/O モジュールについては、 p. 83 の 「TTL I/O モジュール」 で詳細に説明
しています。

TTL デバイスを MVS-8500 シリーズのフレームグラバに接続する手順は次のとおりで
す。

1. パラレル I/O デバイスおよびフレームグラバのホスト  PC の電源がすべて切ってあ
ることを確認します。 

2. フレームグラバのフェースプレートにある MDR20 ポートに Cognex 製ケーブル 
300-0390 を接続します。 

3. ケーブルのも う一方の端を TTL I/O モジュールの DB-25 コネクタに接続します。

4. TTL I/O モジュールを適切な場所に設置します。 これは標準の #3 DIN レールに取
り付けられるように設計されています。 

5. p.87 の表 24 のピン配列を参考にして、 I/O デバイスのワイヤを TTL I/O モジュー
ルのネジ端子に接続します。

各 I/O ラインを使用可能にしたり、 使用不可にしたり、 値を設定したり、 出力値を ト
グル切り替えしたりするためのソフ トウェアコマンドにピン配列表の信号名を対応さ
せる情報については、 p. 79 の 「ライン番号」 を参照して く ださい。 

MVS-8500

300-0390

J3

TTL I/O 
デバイス

800-5818-1
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光絶縁の I/O デバイスを接続する
図 11 は、すべての光絶縁オプシ ョ ンを使用してパラレル I/O デバイスを MVS-8500 シ
リーズのフレームグラバに接続している様子を示しています。 

 図 11. 光絶縁の接続オプシ ョ ン

光絶縁の接続の場合、 ケーブル 300-0389 を使用してご使用のフレームグラバを 
Cognex 光絶縁 I/O モジュール (P/N: 800-5712-3) に接続して ください。 光絶縁 I/O モ
ジュールは TTL 信号をフレームグラバから受け取り、 光絶縁回路を介して、 TTL 双方
向ラインをそれぞれ入力または出力ラインのプラスおよびマイナスのペアに分離しま
す。 パラレル I/O デバイスは I/O 拡張モジュールのネジ端子に接続して ください。
Cognex 光絶縁 I/O モジュールについては、 p. 89 の 「光絶縁 I/O モジュール」 で詳細に
説明しています。 

光絶縁のパラレル I/O デバイスを MVS-8500 シリーズのフレームグラバに接続するに
は、 次の手順に従います。

1. パラレル I/O デバイスおよびフレームグラバのホスト  PC の電源がすべて切ってあ
ることを確認します。 

2. フレームグラバのフェースプレートにある MDR20 ポートに Cognex 製ケーブル 
300-0389 を接続します。 

3. ケーブル 300-0389 のも う一方のコネクタを Cognex 光絶縁 I/O モジュール上で
「VISION PROCESSOR」 とラベルが貼ってある DB-26F ポートに接続します。 

4. 光絶縁 I/O モジュールを適切な場所に設置します。 これは標準の #3 DIN レールに
取り付けられるように設計されています。 

5. 光絶縁 I/O モジュールの 「GROUND」 とラベルが貼ってあるネジ端子を接地ポイ
ン トに接続します。 

注意 光絶縁 I/O モジュールの接地電位は、 フレームグラバが取り付けら
れている PC のシャーシと同じである必要があります。 電位差があ
る場合は、 装置が損傷することがあります。 接地ワイヤを I/O モ
ジュールの接地ネジに接続する場合、 その接地はフレームグラバの
ホストの接地と同じ電位を持っている必要があります。 

I/O デバイス

300-0389

入力
出力

800-5712-3

MVS-8500

J3
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6. ト リガデバイスを含むご使用の I/O ( 入力 ) デバイスのワイヤを、I/O 拡張モジュー
ルの入力ブロックのプラスおよびマイナス端子に接続します。 p.99 の表 28 のピ
ン番号を参考にして ください。 

MVS-8500 シリーズのフレームグラバの TTL 信号を光絶縁すると、 表 28 に示す
信号は入力のみとなり、 双方向ではな く なることに注意して ください。 

7. ストロボを含むご使用の I/O ( 出力 ) デバイスのワイヤを、I/O 拡張モジュールの出
力ブロックのプラスおよびマイナス端子に接続します。 p.101 の表 30 のピン番号
を参考にして ください。

MVS-8500 シリーズのフレームグラバの TTL 信号を光絶縁すると、 表 30 に示す
信号は出力のみとなり、 双方向ではな く なることに注意して ください。 

各 I/O ラインを使用可能にしたり、 使用不可にしたり、 値を設定したり、 出力値を ト
グル切り替えしたりするためのソフ トウェアコマンドにピン配列表の信号名を対応さ
せる情報については、 p. 79 の 「ライン番号」 を参照して く ださい。 

光絶縁と  TTL の I/O デバイスを接続する
図 12 は、 光絶縁と  TTL の両方のパラレル I/O デバイスを MVS-8500 シリーズのフ
レームグラバに接続している様子を示しています。 

 図 12. 光絶縁および TTL 接続オプシ ョ ン

このオプシ ョ ンでは、 フレームグラバの 8 本のパラレル I/O ラインを光絶縁接続モ
ジュールを介して光絶縁し、ほかの 8 本を TTL ラインとして Phoenix 10 ピン端子スト
リ ップに直接接続します。 ト リガラインとして使用可能にできる 4 本の I/O ラインを 
Phoenix コネクタに接続し、 ス ト ロボラインとして使用可能にできる 4 本のラインを
光絶縁モジュールに接続します。 

光絶縁と  TTL のパラレル I/O デバイスを MVS-8500 シリーズのフレームグラバに接続
するには、 次の手順に従います。

1. パラレル I/O デバイスおよびフレームグラバのホスト  PC の電源がすべて切ってあ
ることを確認します。 

2. フレームグラバのフェースプレートにある MDR20 ポートに Cognex 製ケーブル 
300-0399 を接続します。 

I/O デバイス

300-0399

入力入力
出力

800-5712-3

MVS-8500

J3

I/O デバイス
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3. ケーブル 300-0399 の DB-26M 分岐のコネクタを、 光絶縁 I/O モジュール上で
「VISION PROCESSOR」 とラベルが貼ってある DB-26F ポートに接続します。 

4. 光絶縁 I/O モジュールを適切な場所に設置します。 これは標準の #3 DIN レールに
取り付けられるように設計されています。 

5. 光絶縁 I/O モジュールの 「GROUND」 とラベルが貼ってあるネジ端子を接地ポイ
ン トに接続します。 

注意 光絶縁 I/O モジュールの接地電位は、 フレームグラバが取り付けら
れている PC のシャーシと同じである必要があります。 電位差があ
る場合は、 装置が損傷することがあります。 接地ワイヤを I/O モ
ジュールの接地ネジに接続する場合、 その接地はフレームグラバの
ホストの接地と同じ電位を持っている必要があります。 

6. ご使用の I/O ( 入力 ) デバイスのワイヤを光絶縁 I/O モジュールの入力ブロックの
プラスおよびマイナス端子に接続します。 p.100 の表 29 のピン番号を参考にして
ください。 

フレームグラバの TTL 信号を光絶縁すると、 表 29 に示す信号は入力のみとなり、
双方向ではな く なることに注意して ください。 

7. ストロボを含むご使用の I/O ( 出力 ) デバイスのワイヤを、 光絶縁 I/O モジュール
の出力ブロックのプラスおよびマイナス端子に接続します。 p.102 の表 31 のピン
番号を参考にして ください。 

フレームグラバの TTL 信号を光絶縁すると、 表 31 に示す信号は出力のみとなり、
双方向ではな く なることに注意して ください。 

8. ト リガを含む TTL デバイスのワイヤをケーブル 300-0399 の 10 ピンの Phoenix 端
子スト リ ップにあるネジ端子に接続します。 p.92 の表 26 のピン番号を参考にし
て ください。

各 I/O ラインを使用可能にしたり、 使用不可にしたり、 値を設定したり、 出力値を ト
グル切り替えしたりするためのソフ トウェアコマンドにピン配列表の信号名を対応さ
せる情報については、 p. 79 の 「ライン番号」 を参照して く ださい。 
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2
MVS-8500 シリーズ
ハードウェア
この章では、 Cognex MVS-8500 シリーズフレームグラバハードウェアについて、 次の
節に分けて説明します。

• p. 50 の 「MVS-8500 シリーズの部品」 では、 MVS-8500 シリーズを構成する部品
について説明します。

• p. 57 の 「機械的仕様」 では、 機械的レイアウト、 環境条件、 および安全規格を含
む MVS-8500 シリーズの物理的仕様について説明します。

• p. 63 の 「電気的仕様」 では、 電源条件、 コネクタのピン配列、 および回路の説明
を含む MVS-8500 シリーズとの電気的インタフェースについて説明します。

用語に関する注意
本書では、 次の用語を使用します。

• 用語 MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8504、 および MVS-8514 は、 PCI バスに接続
されるフレームグラバ固有の機能を説明するときに使用します。 用語 
MVS-8500/8510 は、 PCI バスボードすべてを表します。 

• 用語 MVS-8500Le、 MVS-8511e、 MVS-8504e、 および MVS-8514e は、 PCI バス
に接続されるフレームグラバ固有の機能を説明するときに使用します。 用語 
MVS-8500e/8510e は、 PCI Express バスボードすべてを表します。 

• 用語 MVS-8500 シリーズフレームグラバは、 このマニュアルで説明するボードす
べてに共通する機能を説明するときに使用します。 

• PCI は 32 ビッ ト  PCI カードスロッ ト を、PCI-X は 64 ビッ ト  ( 拡張 ) PCI カードス
ロッ ト を示します。 

• PCI Express バスを示すときに PCIe という用語を使用する場合があります。 

• フレームグラバ名を短くするために、 MVS- を省略して、 8500、 8504、 8514e、
8504e などのように記述することがあります。
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MVS-8500 シリーズの部品
この節では、 MVS-8500 シリーズフレームグラバとその部品について説明します。

PCI バスインタフェース
MVS-8500/MVS-8510 の PCI バスインタフェースは、PCI 2.3 標準に準拠したユニバー
サル電圧の 32 ビッ ト  33/66 MHz インタフェースです。 

66 MHz 動作をサポートする PCI または PCI-X スロッ トに MVS-8504 および 
MVS-8514 モデルを挿入すると、同じバスに 33 MHz PCI ボードがない場合は 66 MHz 
で動作します。 

MVS-8504 および MVS-8514 モデルは、標準の 32 ビッ ト  33 MHz PCI または PCI-X ス
ロッ トに挿入した場合、 33 MHz で動作します。 

MVS-8501 および MVS-8511 モデルは、 PCI または PCI-X のすべてのスロッ トで 33 
MHz で動作します。

PCI Express バスインタフェース
MVS-8500e/MVS-8510e には、 x1 PCI Express バスインタフェースがあります。 PCI 
Express カードスロッ トのサイズには、 p.25  の図 3 にあるように、 x1、 x4、 x8、 x16 
の 4 種類があります。 MVS-8500e/MVS-8510e は、 どのような PCI Express スロッ ト
でも使用できます。

ビデオ画像取り込みインタフェース
MVS-8500 シリーズのビデオ画像取り込みインタフェースには次の特徴があります。

• 高速カメラを 4 台までサポート しています。

• プログレッシブスキャンカメラをサポート しています。

• インタレース方式のカメラをサポート しています。 

• コンポジッ ト同期ラインの外部同期をサポート しています (EIA RS-170 および 
CCIR フォーマッ トのみ )。

• マスタ / スレーブ画像取り込みをサポート しています。 1 つのマスタが 3 つまでの
スレーブを持つか、 2 つのマスタがそれぞれ 1 つのスレーブを持つことが可能で
す。

注 MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8500Le、 および MVS-8511e はマス
タ / スレーブ画像取り込みをサポート していません。
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• 4 つのカメラポートにはそれぞれアンチエイリアシングフ ィルタが組み込まれて
います。

• ゲインとオフセッ トの制御はソフ トウェアによってプログラムすることができま
す。

• 各ビデオチャネル用の外部クランピング回路を備えています。

• 電子シャッ ター、 ラピッ ド リセッ ト、 およびそのほかのカメラ制御用に、 カメラ
ポートあたり  2 本までのカメラ制御ラインをサポート しています。

モデルの差異
MVS-8500 シリーズには 8 つのモデルがあります。 表 7 はこれら  8 つのモデルの特徴
を示します。 

特徴

PCI バス PCI Express バス

MVS-8501
MVS-8511

MVS-8504
MVS-8514 MVS-8500Le MVS-8511e

MVS-8504e
MVS-8514e

バスインタ
フェース 

ユニバーサル電圧 PCI 32/64 
ビッ ト、 33/66 MHz

PCI Express、 x1

バスインタ
フェースオプ
シ ョ ン 

32 ビッ トの
シ ョート  PCI ス
ロッ ト と、 64 
ビッ トのロング 
PCI および 
PCI-X スロッ ト
の両方での 33 
MHz 動作。

64 ビッ トのロ
ング PCI また
は PCI-X のス
ロッ トでの 66 
MHz 動作。 

標準 32 ビッ ト
のシ ョート  PCI 
スロッ トでの 
33 MHz 動作
( ボードはス
ロッ トの末端
を超えて拡張 ) 

任意の PCIe スロッ ト。

同時に接続でき
るカメラの台数

1 ～ 4 台 1 ～ 2 台 1 ～ 4 台 1 ～ 4 台

非同期画像の取
り込み数

1 1 ～ 4 台 1 1 1 ～ 4 台

表 7. MVS-8500 シリーズモデルの相違点
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オンボードのビ
デオマルチプレ
クサ

はい いいえ はい はい いいえ

オンボードのビ
デオタイ ミング
ジェネレータ

1 4 1 1 4

オンボードの 
A/D コンバータ

1 4 1 1 4

推奨されるピク
セルクロックの
最大値 

40 MHz (MVS-8501/8504)
50 MHz (MVS-8511/8514)

50 MHz

FIFO バッファ用
オンボード  
SDRAM

8 MB 16 MB 8 MB 8 MB 16 MB

マスタ / スレー
ブ画像取り込み
のサポート

いいえ はい いいえ いいえ はい

RGB カラーカメ
ラのサポート

いいえ はい いいえ いいえ はい

デュアルタ ップ
カメラの
サポート

いいえ はい いいえ いいえ はい

双方向パラレル 
I/O ラインの本数

16 16 8 16 16

ハードウェア ト
リガラインとし
て設定可能なパ
ラレル I/O ライ
ンの本数

1 4 1 1 4

特徴

PCI バス PCI Express バス

MVS-8501
MVS-8511

MVS-8504
MVS-8514 MVS-8500Le MVS-8511e

MVS-8504e
MVS-8514e

表 7. MVS-8500 シリーズモデルの相違点
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注 ご使用の Cognex ソフ トウェアパッケージでは、 これらのハード
ウェアビデオ画像取り込み機能の一部のみをサポート している場合
があります。 ご使用のソフ トウェアでサポート されている 
MVS-8500 シリーズハードウェアの機能については、 ソフ トウェア
の 『ゲッテ ィングスターテッ ド』 マニュアルまたは 『リ リースノー
ト』 を参照して ください。

MVS-8500 シリーズのリビジ ョ ン履歴
この節では、 MVS-8500 シリーズのリビジ ョ ン履歴を説明します。

ハードウェアス
ト ロボラインと
して設定可能な
パラレル I/O ラ
インの本数

1 4 1 1 4

カメラの HD/VD 
出力への同期

カメラ  1 のみ カメラ  4 台
すべて

カメラ  1 のみ カメラ  1 
のみ

カメラ  4 台
すべて

カメラのコンポ
ジッ ト ビデオへ
の同期

カメラ  4 台すべ
て。 ただし切り
替え遅延あり。

カ メラ  4 台
すべて

カメラ  2 台。
ただし切り替
え遅延あり。

カ メラ  4 台。
ただし切り
替え遅延
あり。

カ メラ  4 台
すべて

特徴

PCI バス PCI Express バス

MVS-8501
MVS-8511

MVS-8504
MVS-8514 MVS-8500Le MVS-8511e

MVS-8504e
MVS-8514e

表 7. MVS-8500 シリーズモデルの相違点
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MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8504、 および MVS-8514
MVS-8500 シリーズの PCI バスバージ ョ ンは、 表 8 に示すバージ ョ ンでリ リースされ
ています。 

初期の MVS-8504 での制限 (0200 ボード タイプ )
次の MVS-8504 における機能は、 回路基板部品 203-0200-RA が搭載されている 
MVS-8504 の最も初期のバージョ ンではサポート されていません。 

• マスタ / スレーブの画像取り込み。

• カメラのコンポジッ ト ビデオへの同期。

• カメラの HD/VD 出力への同期。

• デュアルタ ップカメラ。

203-0200-RA 回路基板が搭載されている MVS-8501 は一切リ リースされていないの
で、 上記の制約を受けるのは初期の MVS-8504 のみです。

これらの機能は、 MVS-8504 および MVS-8514 の後続リビジ ョ ンすべてでサポート さ
れています。

MVS-8501 および MVS-8504 の再設計 (0236 ボード タイプ )
回路基板のタイプが 0236 であるバージ ョ ンの MVS-8500 には、 基板のいずれかの端
付近に、 部品番号 203-0236-Rn が刻印されています。 バージ ョ ン 0236 は、 新し く設
計された回路基板をベースにしています。 このバージ ョ ンの形状、 適合、 機能はこれ
以前のバージョ ンと同じですが、 電力消費量が少な く なっています。

MVS-8511 および MVS-8514 の導入 (3094 ボード タイプ )
ボード タイプ 3094 の回路基板を搭載した MVS-8511 および MVS-8514 は、 既存の 
MVS-8501 および MVS-8504 ボードに取って代わりました。3094 には新しい A/D 変換
器が搭載されました。

ボードの
タイプ

回路基板部品 ( ボード
上にエッチング加工 )

MVS-8501 
部品番号

MVS-8504 
部品番号

0200 203-0200-Rn 801-8501-01 801-8504-01、
801-8504-02

0236 203-0236-Rn 801-8501-10、
801-8501-11 
またはこれ以降

801-8504-10、
801-8504-11
またはこれ以降

3094 203-3094-Rn 801-8511-10
またはこれ以降

801-8514-10
またはこれ以降

表 8.  PCI バスボードのバージ ョ ンの違い
54 MVS-8600 ハードウェアマニュアル



2 MVS-8500 シリーズ ハードウェア
MVS-8500Le、 MVS-8511e、 MVS-8504e、 および 
MVS-8514e
MVS-8500 シリーズの PCI Express バージョ ンは、 表 9 に示すバージ ョ ンでリ リース
されています。 

MVS-8511e および MVS-8514e の導入 (3095 ボード タイプ )
ボード タイプ 3095 の回路基板を搭載した MVS-8511e および MVS-8514e は、 既存の 
MVS-8500Le および MVS-8504e ボードに取って代わりました。 3095 ボード タイプに
は新しい A/D 変換器が搭載されました。

パラレル I/O
MVS-8500 シリーズフレームグラバは、 パラレル信号インタフェースラインを介して、
ス ト ロボ、 ト リガ、 センサ、 LED、 プログラマブルコン ト ローラなどのデバイスと通
信します。 

フレームグラバのフェースプレートにある MDR20 コネクタは、 16 本のプログラマブ
ルな双方向 TTL ラインを備えています。 各双方向ラインは、 ほかのラインから独立し
て入力ラインまたは出力ラインとして設定できます。

MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 および MVS-8514e では、 16 本のラインのう
ち 4 本はハードウェア ト リガラインとしてソフ トウェアで設定でき、 4 本はストロボ
制御ラインとしてカメラ  1 台につき 1 本ずつ設定できます。

MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8500Le、 および MVS-8511e では、 1 本のラインをアク
テ ィブなカメラのト リガラインとして設定でき、 1 本のラインをアクティブなカメラ
のストロボラインとして設定できます。

MDR20 コネクタに接続する Cognex 製ケーブルには次の 3 種類があります。

• TTL I/O モジュール接続ケーブル ( ケーブル 300-0390)

• 光絶縁 I/O フル接続ケーブル ( ケーブル 300-0389)

ボードの
タイプ

回路基板部品 ( ボード
上にエッチング加工 )

MVS-8500Le また
は MVS-8511e
部品番号

MVS-8504e または 
MVS-8514e
部品番号

3004 203-3004-Rn 801-9002-01 また
はこれ以降

801-9001-01 または
これ以降

3095 203-3095-Rn 801-9004-01 また
はこれ以降

801-9003-01 または
これ以降

表 9.  PCI Express バスボードのバージ ョ ンの違い
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• 光絶縁 I/O ハーフ接続ケーブル ( ケーブル 300-0399)

MVS-8500 シリーズのフレームグラバでは、 即時モード ト リガをサポート しています。
電子シャッ ター制御カメラを使用して高速移動する対象物の画像を取り込むとき、 こ
のト リガを使用すると、 ス ト ロボ / シャッ ターへの外部ト リガの遅延が最小限に抑え
られます (μs)。

画像取り込みとビデオ出力
ホスト  PC のオペレーティ ングシステムの制御下で、 MVS-8500 シリーズの画像出力
は PCI バスまたは PCIe バスを介して、 AGP または PCIe ビデオディスプレイアダプ
タに送られます。 これらのフレームグラバには、 ビデオ画像の表示をサポートする次
の機能があります。

• ディスプレイアダプタのビデオメモリへ直接転送する DMA

• 16 ビッ トおよび 32 ビッ トの表示フォーマッ トに対応したカラーフォーマッ ト
変換
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機械的仕様
この節では、 MVS-8500 シリーズフレームグラバの機械的レイアウト、 コネクタ、 環
境条件、 および出荷時の梱包について説明します。

MVS-8501 および MVS-8504 のレイアウト
MVS-8501 および MVS-8504 は、 168 × 107 mm のショートサイズの PCI カードであ
り、 1 つの PCI バススロッ ト を占有します。 図 13 は、 ボード上のコネクタと  LED を
示しています。 

 図 13. MVS-8501 および MVS-8504 の部品配置

カメラ

パラレル I/O

168 mm

10
7

 m
m

175 mm

コネクタ  

Cognex 

コネクタ

J3

専用

「電源投入」LED

専用 LED

外部
電源

コネクタ
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MVS-8511 および MVS-8514 のレイアウト
MVS-8511 および MVS-8514 は、 168 × 107 mm のショートサイズの PCI カードであ
り、 1 つの PCI バススロッ ト を占有します。 図 13 は、 ボード上のコネクタと  LED を
示しています。 3.3 V、 12 V、 および 5 V の入力電源が投入されていることを示すため
に、 それぞれ専用の電源 LED があります。 

 図 14. MVS-8511 および MVS-8514 の部品配置
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MVS-8500Le、 MVS-8511e、 MVS-8504e、 および 
MVS-8514e のレイアウト

MVS-8500Le、 MVS-8510e、 MVS-8504e、 および MVS-8514e は、 168 × 107 mm の
ショートサイズの PCIe カードであり、 1 つの x1 PCIe バススロッ ト を占有します。
図 15 は、 ボード上のコネクタと  LED を示しています。 3.3 V、 12 V、 および 5 V の入
力電源が投入されていることを示すために、 それぞれ専用の電源 LED があります。

 図 15. MVS-8500Le、 MVS-8511e、 MVS-8504e、 および 
MVS-8514e の部品配置
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MVS-8600 ハードウェアマニュアル 59



MVS-8500 シリーズ ハードウェア 2
コネクタの概要
MVS-8500 シリーズのフレームグラバのフェースプレートには次のコネクタがありま
す。

• DB-26 メスコネクタ  (Amp P/N: 748481-5)。 ブレークアウトケーブルによってカメ
ラを接続します。 このポートには、 HD-DB26M コネクタ  (Amp P/N: 748469-1、 ま
たは同等品 ) が付いたケーブルを接続します。 カ メラコネクタのピン番号および
ピン配列を p. 66 の 「カ メ ラコネクタ」 に示します。

• MDR20 メスコネクタ  (3M P/N: D10220-55H3VC)。 ト リガ、 ス ト ロボ、 およびパ
ラレル I/O デバイスを接続します。 20 ピンの MDR コネクタ  (3M P/N: 
10120-600EC、 10320-A200-00 バックシェルキッ ト付き、 または同等品 ) が付い
たケーブルを接続します。 p. 78 の 「パラレル I/O コネクタのピン配列」 は、 この
ポートのピン番号とピン配列を示しています。 

MVS-8500 シリーズのフレームグラバの回路基板には、 電源コネクタが 1 つあります。
これは外部電源コネクタで、 PC 電源に接続して、 カ メラに +12 V、 フレームグラバそ
のものに +5 V の電力 ( 外部 +5 V 電源を必要としない MVS-8501 および MVS-8504 を
除く ) を提供することができます。 

フェースプレート を左側にすると、 右上隅に電源コネクタがあります。 ボードのタイ
プによって、 電源コネクタは異なります。

• MVS-8501 と  MVS-8504 の電源コネクタは J3 という ラベルの付いた 3 ピンヘッダ 
(Berg P/N78203-103) です。 J3 では、 Cognex 製ケーブル 300-0391 または同等品
を使用して接続します。 この電源ケーブルは、 ホスト  PC のディスク ド ライブの
電源コネクタの 1 つに接続し、該当する端子ピンを持つ Molex P/N: 50-57-9403 を
使用して接続します。 p.26  の図 4 を参照して ください。 

• MVS-8511、 MVS-8514、 MVS-8500Le、 MVS-8511e、 MVS-8504e、 および 
MVS-8514e の電源コネクタは J2 という ラベルの付いた、PC ディスク ド ライブで
使用される標準 Molex コネクタです。 このコネクタに挿入できる PC 電源ケーブ
ルであればどれでも接続できます。 p.26  の図 4 を参照して ください。 
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図 16 は、 この 2 種類の外部電源コネクタの外観とピン割り当てを示しています。 詳細
については、 p. 63 の 「電源条件」 を参照して く ださい。

 図 16. MVS-8500 シリーズの外部電源コネクタ

環境条件
表 10 は、 MVS-8500 シリーズの環境条件を示しています。 これらの仕様は、 フレーム
グラバボードを取り付ける PC の内部環境に関する仕様です。

出荷
MVS-8500 シリーズのフレームグラバはすべて保護用梱包材と帯電防止袋に入れて出
荷されます。 フレームグラバを再度輸送する場合に備えて、 梱包材などはすべて保管
しておいて ください。

GND +12 VN/C

+5 V +12 VGND GND

MVS-8501 および MVS-8504

MVS-8511、MVS-8514、MVS-8500Le、MVS-8504e、 
MVS-8511e、および MVS-8514e

動作条件 保管条件

温度 0 ～ 50 ℃ –40 ～ 65 ℃

湿度 ( 結露しないこと ) 10 ～ 90% 10 ～ 90%

表 10. 環境条件
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規格への準拠
MVS-8500 シリーズのフレームグラバは、 安全性、 電磁波対策、 静電気感度に関して、
次に示す国際規格を満たしています。 

国際規格
次の電磁波放射規格に準拠しています。

• 米国連邦規制法第 15 部 : 連邦通信委員会 (FCC) クラス A 無線周波放射規格

• 欧州連合 (EU) 電磁波規格 EN55022: 2006/A1:2007、 EN 61000-3-2:2005、 および
EN 61000-3-3:1995 + A1:2001。

• 日本 VCCI 規格 

• オースト ラリアおよびニュージーランド  CISPR 22:2006 

• カナダ ICES-003

• 韓国 電磁波放射に関する KCC No. 2009-27 November 05, 2009、 Class A。

クラス ユーザへの指針

A この装置は 工業用の EMC 認証を取得しています。 家庭用装置と誤っ
て販売または購入された場合は、 交換して ください。

B この装置は 家庭用の EMC 認証を取得しています。 住宅地域を含むあ
らゆる地域で使用できます。
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電気的仕様
この節では、 MVS-8500 シリーズの電気的仕様を説明します。 これには、 電源条件や
信号の説明も含まれます。 

電源条件
MVS-8501 および MVS-8504 には PCI バスから  +5 V 電源が供給されますが、
MVS-8511 および MVS-8514 には PCI バスから  +3.3 V および +5 V 電源が供給されま
す。 すべての MVS-8500e/8510e フレームグラバには、 PCIe バスから  +3.3 V および 
+12 V 電源、 外部電源コネクタから  +5 V 電源が供給されます。 ボードの電源投入時に
最大電流が流れます。 

MVS-8500 シリーズでは、 カメ ラは電源として外部電源コネクタを使用し、 PCI バス
からの電流は使用しません。 すべてのボードにおいて、 外部電源アダプタは、 電源コ
ネクタ経由でフレームグラバボードに接続する必要があります (p. 60 の 「コネクタの
概要」 を参照して ください )。 

p. 71 の 「電源入力付きモノクロカメラブレークアウトケーブル」 で説明されていると
おり、 カ メ ラに対する +12 V 電源の代わりに、 ブレークアウトケーブルの 1 つを介し
て +12 V のカメラ電源を供給することができます。

注 MVS-8500e/8510e では、 ブレークアウトケーブルに +12 V 電源を
接続している場合でも、 ボード上の外部電源コネクタ  (J2) に +5 V 
電源を接続する必要があります。

MVS-8500 の回路基板バージョ ン 0200 と  0236 では、 電源条件と消費電力仕様が異な
ります。 MVS-8500 フレームグラバに関するバージ ョ ンの判断については、 p. 53 の
「MVS-8500 シリーズのリビジ ョ ン履歴」 を参照して ください。 

次の表に示す電圧値の許容値は ±5% です。

MVS-8501 および MVS-8504 バージ ョ ン 0200 の
電源条件
表 11 は、 MVS-8500 シリーズの回路基板バージョ ン 0200 での最大消費電流を示して
います。 

電圧 MVS-8501 MVS-8504

+5 V 2.4 A 4.2 A

+12 V 0.1 A 0.2 A

-12 V 0.1 A 0.2 A

表 11. MVS-8500 シリーズ ( バージョ ン 0200) 最大消費電流
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バージョ ン 0200 基板における最大消費電力の概算値は次のとおりです。

• MVS-8501:14.4 W

• MVS-8504:25.8 W

MVS-8501 および MVS-8504 バージ ョ ン 0236 の
電源条件
表 12 は、 MVS-8500 シリーズの回路基板バージョ ン 0236 での最大消費電流を示して
います。 このバージ ョ ンは、 PCI バスから  12 V 電源を供給されていません。

MVS-8511 および MVS-8514 バージ ョ ン 3094 の
電源条件
表 13 は、 MVS-8500 の回路基板バージョ ン 3094 での最大消費電流を示しています。
このバージ ョ ンは、 PCI バスから  12 V 電源を供給されていません。

電圧 ソース MVS-8501 MVS-8504

+5 V PCI バス 2.4 A 3.8 A

+12 V 外部電源コネクタ カメラのみ

表 12. MVS-8500 シリーズ ( バージョ ン 0236) 最大消費電流

バージョ ン 0236 基板における最大消費電力の概算値は次のとおりです。

• MVS-8501: 12.0 W

• MVS-8504: 19.0 W

電圧 ソース MVS-8511 MVS-8514

+3.3 V PCI バス 0.5 A

+5 V PCI バス 1.3 A

+12 V 外部電源コネクタ カメ ラのみ

表 13. MVS-8500 シリーズ ( バージョ ン 3094) 最大消費電流

MVS-8511 および MVS-8514 とも、バージ ョ ン 3094 のボードの最大消費電力は約 8.0 
W です。
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MVS-8500Le および MVS-8504e バージョ ン 3004 
の電源条件
表 14 は、 MVS-8500 シリーズの回路基板バージョ ン 3004 での最大消費電流を示して
います。

MVS-8511e および MVS-8514e バージ ョ ン 3095 の
電源条件
表 15 は、 MVS-8500 シリーズの回路基板バージョ ン 3095 での最大消費電流を示して
います。

ヒ ューズ
MVS-8500 シリーズフレームグラバには、 ユーザが交換可能なヒューズはありません。

電圧 ソース MVS-8500Le MVS-8504e

+3.3 V PCIe バス 2.0 A 3.0 A

+12 V PCIe バス 0.25 A 0.5 A

+5 V 外部電源コネクタ 0.25 A 0.5 A

+12 V 外部電源コネクタ カメラのみ

表 14. MVS-8500e シリーズ ( バージョ ン 3094) 最大消費電流

MVS-8500e における最大消費電力の概算値は次のとおりです。

• MVS-8500Le: 11.0 W

• MVS-8504e: 19.0 W

電圧 ソース MVS-8511e MVS-8514e

+3.3 V PCIe バス 2.0 A 2.0 A

+12 V PCIe バス 0.30 A 0.30 A

+5 V 外部電源コネクタ 0.20 A 0.20 A

+12 V 外部電源コネクタ カメラのみ

表 15. MVS-8510e シリーズ ( バージョ ン 3095) 最大消費電流

MVS-8511e および MVS-8514e とも、 バージ ョ ン 3095 のボードの最大消費電力は約 
11.0 W です。
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MVS-8500 シリーズのボードにある次のラインは、 ポリスイッチ自己復帰型ヒューズ
によって保護されています。 

• 各カメラ入力チャネルはチャネルあたり  500 mA で保護されています。

• 各カメラの HD、 VD、 CTRL1、 および CTRL2 ラインは、 個別に 100 mA で保護さ
れています。 

• パラレル I/O コネクタの +5 V 出力ライン ( ピン 1 とピン 11) は、 最小 500 mA で
保護されています。 ヒューズの公称定格は、 750 mA です。

• 外部電源コネクタ  (MVS-8501 および MVS-8504 では J3、 MVS-8511、
MVS-8514、 MVS-8500Le、 MVS-8511e、 MVS-8504e、 および MVS-8514e では 
J2) からの外部 +12 V 入力ラインは、 カメラチャネル 1 および 2 については最小 
1.0 A、 チャネル 3 および 4 については 1.0 A で保護されています。 ヒューズの公
称定格は、 それぞれ最大 1.5 A です。

上記のヒューズリストには、 一部の項目に最小出力と公称定格の両方が記載されてい
ます。 通常の使用では、 これらのヒューズは公称定格まで電流を通しますが、 ト リ ッ
プポイン トは温度によって異なり、 温度が上がるに従って低く なります。 p.61  の表 
10 に示した動作条件温度では、 これらのヒューズは常に少な く とも最小出力を通しま
す。 

上記のいずれか 1 つのラインで過電圧または過電流条件が発生すると、 ポリスイッチ
ヒューズが動作して、 回路を開放します。 この場合は、 過電流条件の原因となったデ
バイスを取り外し、 過電流条件を是正し、 ポリスイッチ回路が冷却するまで数分間待
ち、 デバイスを再度差し込む必要があります。 ヒューズは自動的に復帰します。 

カメラコネクタ
p. 70 の 「カ メ ラの接続オプシ ョ ン」 で説明するように、 カ メラは DB-26F カメラコネ
クタを介して MVS-8500 シリーズのフレームグラバに接続します。 

カメラコネクタのピン番号を図 17 に示します。 この図は、 フレームグラバボードを水
平に持ち、 フェースプレート を手前に向け、 MDR20 パラレル I/O コネクタが DB-26 コ
ネクタの右側になるようにしたときにコネクタを正面から見た状態です。

 図 17. カメラコネクタのピン番号
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表 16 はカメラコネクタのピン配列を示しています。 

ピ
ン 信号名

ピ
ン 信号名

ピ
ン 信号名

1 VIDEO-Cam3 10 VDrive-Cam4 19 CTRL1-Cam4

2 GND 11 HDrive-Cam4 20 CTRL2-Cam4

3 CTRL2-Cam3 12 CTRL1-Cam3 21 +12 V (Cam 3 および 
4)

4 HDrive-Cam3 13 VDrive-Cam3 22 VIDEO-Cam4 

5 VIDEO-Cam2 14 GND 23 +12 V (Cam1 および 
2)

6 GND 15 CTRL1-Cam2 24 CTRL2-Cam1

7 VDrive-Cam2 16 CTRL2-Cam2 25 HDrive-Cam1

8 GND 17 HDrive-Cam2 26 VDrive-Cam1

9 VIDEO-Cam1 18 CTRL1-Cam1

表 16. カメラコネクタのピン配列
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アナログビデオ入力回路
CAM VIDEO ( ビデオ入力信号 ) は最大振幅約 1 V で、 75 W 抵抗で終端されています。
個々のアナログビデオ信号は、 図 18 のようにフレームグラバに接続されます。

 図 18. アナログビデオ入力回路

ビデオ信号は 75 W の負荷で終端され、 ビデオ入力セクシ ョ ンに AC カップリングされ
ます。 ビデオ信号は内部的に DC 復元され、 アンチエイリアシングフ ィルタによって、
CAM VIDEO レート を超えるスイッチングノイズやランダムノイズが除去されます。
入力信号のデジタル化はブランキング中のブラックレベルと相対的に行われて、 カメ
ラによって生成される DC オフセッ トの影響は受けません。

ESD 保護デバイスは回路に対する静電気放電保護を提供します。

75 W

アナロググラウンド

VIDEO IN
リ ターン

VIDEO IN

カメ ラ

AC カップリング

C

入力 
終端 入力保護

VCC (5 V)

DC 復元および
アンチエイリアシング

500 mA
ポリ ヒューズ

過電圧
 保護

フ ィルタ
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図 19 は CVM の水平および垂直駆動信号を駆動するために使用される トーテムポール
回路とプッシュプル回路を示しています。

 図 19. アナログカメラ制御回路

高レベルおよび低レベル出力は、 75 W で終端されたカメ ラ入力、 もし くは高インピー
ダンス HDRIVE または VDRIVE カメラ入力の駆動を保証した TTL レベルの特性を持っ
ています。

74ABT125

HDRIVE-CAMn
HDRIVE コン ト ロール

OE コン ト ロール

VCC (5 V)

10 W

ESD 保護

100 mA
ポリヒューズ

ESD 保護
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カメラの接続オプシ ョ ン
MVS-8500 シリーズに接続する Cognex 製ケーブルには、 次の 2 種類があります。

• フレームグラバフェースプレートの 26 ピンカメラポートに直接接続するケーブル

• ヒロセ HR10A コネクタで終端するケーブル

MVS-8500 シリーズにヒロセ HR10A タイプのカメ ラケーブルを接続するには、最初に
ブレークアウトケーブルを接続する必要があります。 表 17 は、 この場合のカメラ接続
オプシ ョ ンをまとめたものです。 

MVS-8500 シリーズで使用される Cognex 製カメラケーブルについては、 p. 75 の 「サ
ポート されているカメラのカメラケーブル」 で説明しています。

モノ クロカメ ラブレークアウトケーブル
MVS-8500 シリーズのフレームグラバは、 次の 2 種類のモノ クロカメラブレークアウ
トケーブルをサポート しています。

• 4 台のカメラが接続可能なモノ クロカメラブレークアウトケーブル (Cognex 部品
番号 300-0232)。 

• 2 台のカメラが接続可能なモノ クロカメラブレークアウトケーブル (Cognex 部品
番号 300-9116)。 

注 2 台のカメラが接続可能なケーブルは、 カメラを 2 台のみサポート
している MVS-8500Le を対象にしています。 このケーブルは、 ど
のような MVS-8500 シリーズのフレームグラバでも使用できます
が、 サポート されるのはカメラ  1 および 2 のみです。

+12 V カメ ラ
電源入力

Cognex 
部品番号 参照先

モノ クロカメラブレー
クアウトケーブル

不要 300-0232

300-9116

p. 70 の 「モノ クロカメラブ
レークアウトケーブル」

電源入力付きモノ クロ
カメラブレークアウト
ケーブル

必要 300-0230 p. 71 の 「電源入力付きモノ
クロカメラブレークアウト
ケーブル」

カラー + モノクロカメ
ラブレークアウトケー
ブル

不要 300-0406 p. 73 の 「カラー + モノ クロ
カメラブレークアウトケー
ブル」

表 17. カメラ接続オプシ ョ ン
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ブレークアウトケーブルを接続するには、 次の手順に従います。

1. PC とカ メラの電源を切った状態で、 フレームグラバのフェースプレートにある 
DB-26F コネクタにモノクロカメラブレークアウトケーブルを差し込みます。 ブ
レークアウトケーブルをコネクタにしっかり と取り付けます。

2. p. 75 の 「サポート されているカメラのカメラケーブル」 に説明されているとお
り、 Cognex ソフ トウェアパッケージに同梱されているドキュメン ト 『サポート対
象カメラ』 から、 ご使用のカメラに適したヒロセカメラケーブルを見つけます。

3. 最初のカメラを取り付けるには、 カメラケーブルの一端を、 カメラのヒロセコネ
クタ  (DC IN/SYNC や VIDEO/DC IN のようなラベルが付いています ) に接続しま
す。 ケーブルのも う片方の端を、 ブレークアウトケーブルの CAM 1 という ラベル
が付いた分岐ケーブルに接続します。 

4. ほかのカメラを追加するには、 適切なカメラケーブルでカメラのヒロセコネクタ
とモノ クロカメラブレークアウトケーブルの次の利用可能なヒロセコネクタを接
続します。

 図 20. モノ クロカメラブレークアウトケーブル PN 300-0232 および 300-9116

電源入力付きモノ クロカメ ラブレークアウトケーブル
別のブレークアウトケーブル (Cognex P/N: 300-0230) には、 4 つに分岐したヒロセコ
ネクタ分岐ケーブルのほかに、 カメラ電源入力用の 5 番目の分岐ケーブルがあります。
5 番目の分岐ケーブルには 5 ピン DIN メスコネクタが付いています。 そのコネクタを
外部電源アダプタに接続すると、 +12 V のカメラ電源が供給されます。

DB-26M

P/N 300-0232 のみ

HR10A-10J-12S
ヒロセ

メス 12 ピンジャック 2

3

4
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注 このブレークアウトケーブルを使用する場合は、 ケーブルに電源を
接続する必要があります。 

 図 21. 電源入力付きモノ クロカメラブレークアウトケーブル (P/N: 300-0230)

このケーブルは、 Cognex 電源アダプタ  (800-5728-1) か、 この節で説明している特性
を持つ同等のアダプタと使用して ください。 図 22 は 5 ピン DIN メスコネクタのピン
番号を示し、 表 18 はこのコネクタのピン配列を示しています。 

 図 22. ケーブル (P/N: 300-0230) の DIN 電源入力コネクタのピン番号

注 ケーブル 300-0230 の電源入力コネクタには、 ヒューズが付いてい
ないことに注意して ください。

DIN コネクタ
のピン 信号

1 GND

2 接続なし

3 接続なし

4 接続なし

5 +12 V

表 18. ケーブル (P/N: 300-0230) の DIN 電源入力コネクタのピン配列

DB-26M

P/N 300-0230

5 ピン DIN メス
コネクタ

HR10A-10J-12S
ヒロセ

メス 12 ピン 
ジャック

3

5
2

4

1
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モノ クロカメ ラブレークアウトケーブルの選択
モノクロカメラブレークアウトケーブル 300-0232 は、 Sony 製 XC-HR50 カメ ラを 4 
台まで接続する場合など、 多くの場合に使用できます。 

p. 65 の 「ヒューズ」 に記載されているように、 接続するカメラすべてに供給される定
格電力が外部電源コネクタの上限を超える場合は、 電源入力付きブレークアウトケー
ブル 300-0230 を使用します。 

例えば、 それぞれ 750 mA を消費する 2 台のカメラをカメラポート  1 と  2 で接続する
場合、 電源入力付きブレークアウトケーブルを使用して、 ケーブルに外部カメラ電力
を供給します。 これは、 カメラチャネル 1、 2 の合計電流 1.5 A が、 ヒューズ セクシ ョ
ンで説明されている推奨上限値の 1 A を超えているからです。 

一方、1 台の 750 mA のカメラをカメラポート  1 に、 も う  1 台の 750 mA のカメラをカ
メラポート  3 に接続する場合は、 モノ クロカメラブレークアウトケーブルを使用する
ことができます。 これは、 各カメラペア (1+2 と  3+4) が 1 A の制限内に収まるからで
す。 

カラー + モノ クロカメ ラブレークアウトケーブル
カラー + モノクロカメラブレークアウトケーブルは Cognex 部品番号 300-0406 です。
ブレークアウトケーブルとカメラを接続するには、 次の手順に従います。

1. PC とカ メラの電源を切った状態で、 フレームグラバのフェースプレートにある 
DB-26F コネクタにカラー ＋ モノ クロカメラブレークアウトケーブルを差し込み
ます。 ブレークアウトケーブルをコネクタにしっかり と取り付けます。

2. モノ クロカメラを取り付けるには、 ご使用の Cognex ソフ トウェアパッケージの
ドキュメン ト 『サポート対象カメラ』 に記載されているように、 ご使用のカメラ
に対応したカメラケーブルを使用して ください (p. 75 の 「サポート されているカ
メラのカメラケーブル」 を参照して ください )。 モノ クロカメラのケーブルを、 モ
ノ クロカメラのヒロセコネクタに接続し、 ケーブルのも う一方の端を、 ブレーク
アウトケーブルのヒロセ HR10 ジャック  ( メス ) に接続します。 このコネクタは、
ブレークアウトケーブルの 45 cm の分岐の端にあります。
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3. Sony DXC-390 カラーカメラを接続するには、 ヒロセケーブルの DB-9M コネクタ
をカメラの RGB/SYNC コネクタに接続します。 次に、 HR10 プラグ ( メス ) をカ
メラの DC IN/VBS OUT コネクタに接続します。

 図 23. カラー + モノクロカメラブレークアウトケーブル (P/N: 300-0406)

ソフ トウェアライン番号
ケーブル 300-0406 を使用する場合、 ご使用の Cognex 製ソフ トウェアでは、 カラーカ
メラをカメラ  0、 モノ クロカメラをカメラ  3 に指定します。 

ヒロセコネクタのピン配列
ヒロセ HR10 コネクタのタイプに応じたピン番号については、 p. 104 の 「ヒロセ 
HR10 コネクタについて」 で説明しています。 

表 19 は、 モノ クロアナログビデオカメラと ともに使用される場合のヒロセ HR10 12 
ピンコネクタ  ( リセプタクル、 プラグ、 またはジャック ) のピン配列を示しています。 

DB-26M

DB-9M
P/N 300-0406

HR10A-10J-12S
ヒロセ

メス 12 ピンジャック

ヒロセ

メス 12 ピンプラグ
HR10A-10P-12S

カラー
カメラ

モノ クロカメラ用
ケーブルを接続

 ピン 信号 注

1 グラウンド

2 +12 VDC

3 ビデオグラウンド

4 ビデオ信号

5 HD ( 水平駆動 ) グラウンド

表 19. ヒロセ HR10 12 ピンコネクタのピン配列
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サポート されているカメラのカメラケーブル
ご使用の Cognex ソフ トウェアパッケージのマニュアルに含まれているドキュメン ト
『サポート対象カメラ』 に、 MVS-8500 シリーズのフレームグラバでサポート されてい
るカメラ、 および各カメラで使用する Cognex 製ケーブルを示しています。 

VisionPro では、 VisionPro ヘルプを開き、 ヘルプシステムのメニューから  [Supported 
Cameras and Cables] エン ト リを選択します。 ( 日本語版 『リ リース情報』 では、 「目
次」 から  [ サポート対象カメラ ] を選択します。 )

CVL では、 Windows の [ スタート ] → [ プログラム ] メニューにある [Cognex 
Documentation] メニューから  [CVL Supported Cameras] を開きます。 

注意 カメラを接続するときは、 ご使用の Cognex ソフ トウェアパッケー
ジのマニュアルに付属の 『サポート対象カメラ』 の表に示されてい
る Cognex 製カメラケーブルを必ず使用して ください。 Cognex 製
以外のカメラケーブルを使用すると、 ビジ ョ ンプロセッサやカメラ
が損傷する場合があります。

ト リガ、 ストロボ、 およびパラレル I/O コネクタ
パラレル I/O コネクタは、 ト リガ、 ス トロボ、 パーツ排出スイッチ、 ステータス LED、
およびそのほかのパラレル I/O デバイスなどの接続ポイン トになります。 各双方向ラ
イン個別に、 入力ラインまたは出力ラインとしてソフ トウェアで設定することができ
ます。 

6 HD ( 水平駆動 ) 信号

7 VD ( 垂直駆動 ) 信号 

8 CAM CTRL2 ピン 8、 9、 10、 および 11 はカメラによって
異なる用途に使用されることがあります。 各
カメラ用の Cognex 製ケーブルは、 カメ ラに
合わせて適切に配線しています。

9 接続なし

10 CAM CTRL1

11 接続なし ピン 11 は実装によっては 2 番目の +12 V ラ
インとして定義されることがありますが、
Cognex 製ブレークアウトケーブルではこの
ラインに +12 V を通しません。

12 VD ( 垂直駆動 ) グラウンド

 ピン 信号 注

表 19. ヒロセ HR10 12 ピンコネクタのピン配列
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MVS-8500 シリーズのフレームグラバ (MVS-8500Le を除く ) は 16 本の独立した双方
向 TTL ラインを備えています。 そのうち 8 本はハードウェア ト リガおよびストロボを
制御するように設定できます。MVS-8500Le は 8 本のラインのみサポート しています。 

16 本のラインは次のように分類されます。

• ライン 0 ～ 7 は汎用双方向ラインです ( これらのラインは MVS-8500Le では使用
できません )。 

• 次のラインは、 ハードウェアト リガラインとして、 ソフ トウェアで設定できます。

• MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 および MVS-8514e では、 ライン 8、
10、 12、 および 14 ( カメ ラチャネルごとに 1 本 )。

• MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8500Le、 および MVS-8511e では、 現在アク
テ ィブなカメラ用にライン 8。

• 次のラインは、 ハードウェアスト ロボ制御ラインとしてソフ トウェアで設定でき
ます。

• MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 および MVS-8514e では、 ライン 9、
11、 13、 および 15 ( カメ ラチャネルごとに 1 本 )。

• MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8500Le、 および MVS-8511e では、 現在アク
テ ィブなカメラ用にライン 9。 

• ライン 8 ～ 15 のうち、 ト リガ専用またはストロボ用に使用されていないものは汎
用双方向ラインとして使用できます。 

これらの情報をまとめると次の表のようになります。 

ライン

PCI バス PCI Express バス

MVS-8501
MVS-8511

MVS-8504
MVS-8514

MVS-8500Le MVS-8511e MVS-8504e
MVS-8514e

汎用双方向ラインのみ 0 ～ 7、
10 ～ 15

0 ～ 7 10 ～ 15 0 ～ 7、
10 ～ 15

0 ～ 7

表 20. ト リガ、 ス ト ロボ、 およびパラレル I/O ライン
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デバイスを接続する
MDR20 コネクタに直接 I/O デバイスを接続しないで ください。 パラレル I/O デバイス
を接続するには、 次のいずれか 1 つのケーブルオプシ ョ ンを使用し、 I/O 拡張モジュー
ルに接続します。 次に、 ト リガ、 ス トロボ、 およびそのほかのデバイスのワイヤを I/O 
モジュールのネジ端子に接続します。 

• TTL:TTL デバイスを接続するには、 Cognex 製ケーブル 300-0390 を使用して、
Cognex TTL I/O モジュール (P/N: 800-5818-1) に接続します。 ト リガ、 ス ト ロボ、
およびそのほかのデバイスのワイヤを I/O モジュールのネジ端子に接続します。
このケーブルとモジュールの組み合わせについては、 p. 83 の 「TTL I/O モジュー
ル」 で説明しています。 

• 光絶縁 : 接続されている I/O デバイスから  16 本の I/O ラインすべてを光絶縁する
には、 Cognex 製ケーブル 300-0389 を使用して Cognex 光絶縁 I/O モジュール 
(P/N: 800-5712-3) に接続します。 このケーブルとモジュールの組み合わせについ
ては、 p. 89 の 「光絶縁 I/O フル接続ケーブル」 で説明しています。 

• 光絶縁および TTL: ケーブル 300-0399 を使用し、 8 本の I/O ラインは Phoenix 端
子スト リ ップでデバイスワイヤに直接接続し、 ほかの 8 本は Y 分岐ケーブルを介
して Cognex 光絶縁 I/O モジュール (P/N: 800-5712-3) に接続します。 このケーブ
ルとモジュールの組み合わせについては、 p. 91 の 「光絶縁 I/O ハーフ接続ケーブ
ル」 で説明しています。 

ハードウェア ト リガと
してソフ トウェアで設
定可能。 設定しない場
合、汎用 I/O ラインとし
て使用可能

8 8、 10、 12、
14

8 8 8、 10、 12、
14

ハードウェアスト ロボ
制御用にソフ トウェア
で設定可能。 設定しな
い場合、汎用 I/O ライン
として使用可能 

9 9、 11、 13、
15

9 9 9、 11、 13、
15

ライン

PCI バス PCI Express バス

MVS-8501
MVS-8511

MVS-8504
MVS-8514

MVS-8500Le MVS-8511e MVS-8504e
MVS-8514e

表 20. ト リガ、 ス ト ロボ、 およびパラレル I/O ライン
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光絶縁 I/O モジュールを使用する場合は、 次の点に注意して ください。

• 光絶縁モジュールでは、 すべてのラインの双方向性が失われます。 ラインは
入力ラインまたは出力ラインのどちらかになります。 

• p. 96 の 「光絶縁 I/O モジュールで生じる変換遅延」 で説明するように、 光絶
縁回路では、MVS-8500 および MVS-8500e によるストロボパルスの発光と ト
リガの認識に小さな遅延が生じます。

注意 MVS-8500 シリーズのフレームグラバの電源を入れる前、 および切
る前には、 接続されているすべての I/O デバイスの電源を切って く
ださい。

パラレル I/O コネクタのピン配列
パラレル I/O デバイスは、 正面フェースプレートの MDR20 コネクタを介して、
MVS-8500 シリーズのフレームグラバに接続します。 そのコネクタのピン番号を図 24 
に示します。 この図は、 フレームグラバボードを水平に持ち、 フェースプレートを手
前に向け、 DB-26 カメラコネクタが MDR20 コネクタの左側になるようにしたときに
コネクタを正面から見た状態です。 

 図 24. パラレル I/O コネクタのピン番号

表 21 は、 パラレル I/O コネクタのピン配列を示しています。 

10 1

20 11

ストロボと ト リガが有効に設定された場合の信号名

SW 
ラ
イ
ン

ピ
ン

電源投入時の
信号名

MVS-8504
MVS-8514

MVS-8501
MVS-8511
MVS-8511e

MVS-8504e
MVS-8514e MVS-8500Le

1 +5 V

0 2 TTL_BI_0 GP I/O 0 GP I/O 0 GP I/O 0 使用されません

2 3 TTL_BI_2 GP I/O 2 GP I/O 2 GP I/O 2 使用されません

4 4 TTL_BI_4 GP I/O 4 GP I/O 4 GP I/O 4 使用されません

6 5 TTL_BI_6 GP I/O 6 GP I/O 6 GP I/O 6 使用されません

表 21. MVS-8500 シリーズのパラレル I/O コネクタのピン配列 
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ライン番号
ト リガライン、 ス ト ロボライン、 およびカメラチャネル間の対応は 1 対 1 です。 

通常、 Cognex 画像処理ソフ トウェアではパラレル I/O ラインをライン 0 から数えま
す。 MVS-8500 シリーズの場合、 表 21 の信号名 TTL_BI_n からわかるように、 ソフ ト
ウェアライン番号と信号名の番号が 1 対 1 に対応します。例として、 enable(0) とい
う ソフ トウェアコマンドは、 信号名 TTL_BI_0 ( ピン 2) に接続されたデバイスを指定
します。 コマンド  enable(3) は信号名 TTL_BI_3 ( ピン 13) に接続されているデバイ
スを指定します。 以後同様です。

6 GND

8 7 TTL_BI_8 TRIG1 TRIG TRIG1 TRIG

10 8 TTL_BI_10 TRIG2 GP I/O 10 TRIG2 GP I/O 10

12 9 TTL_BI_12 TRIG3 GP I/O 12 TRIG3 GP I/O 12

14 10 TTL_BI_14 TRIG4 GP I/O 14 TRIG4 GP I/O 14

11 +5 V

1 12 TTL_BI_1 GP I/O 1 GP I/O 1 GP I/O 1 使用されません

3 13 TTL_BI_3 GP I/O 3 GP I/O 3 GP I/O 3 使用されません

5 14 TTL_BI_5 GP I/O 5 GP I/O 5 GP I/O 5 使用されません

7 15 TTL_BI_7 GP I/O 7 GP I/O 7 GP I/O 7 使用されません

16 GND

9 17 TTL_BI_9 STROBE1 STROBE STROBE1 STROBE

11 18 TTL_BI_11 STROBE2 GP I/O 11 STROBE2 GP I/O 11

13 19 TTL_BI_13 STROBE3 GP I/O 13 STROBE3 GP I/O 13

15 20 TTL_BI_15 STROBE4 GP I/O 15 STROBE4 GP I/O 15

ストロボと ト リガが有効に設定された場合の信号名

SW 
ラ
イ
ン

ピ
ン

電源投入時の
信号名

MVS-8504
MVS-8514

MVS-8501
MVS-8511
MVS-8511e

MVS-8504e
MVS-8514e MVS-8500Le

表 21. MVS-8500 シリーズのパラレル I/O コネクタのピン配列 
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ソフ トウェアト リガまたはハードウェアト リガによる画像取り込みを行う ことができ
ます。 ハードウェアト リガが MVS-8504、 MVS-8514、 MVS-8504e、 または 
MVS-8514e で有効になっている場合、 TRIG1 ラインに接続されたト リガデバイスから
のパルスによって、 カ メラチャネル 1 に接続されたカメラで画像取り込みが開始され
ます。 スト ロボが有効になっている場合、 STROBE1 ラインに接続されたストロボが
発光します。 同様に、 TRIG2 のト リガパルスによってカメラチャネル 2 で画像が取り
込まれ、 スト ロボが有効な場合、 STROBE2 でストロボが発光します。 以後同様です。 

ハードウェアト リガが MVS-8501、 MVS-8511、 MVS-8511e、 または MVS-8500Le で
有効になっている場合、 TRIG ラインに接続されたト リガデバイスからのパルスによっ
て、 現在アクテ ィブなカメラでの画像取り込みが開始され、 スト ロボが有効な場合は、
STROBE ラインに接続されたストロボが発光します。 アクテ ィブなカメラはソフ ト
ウェアコマンドで選択されます。

要約すると、 次のようになります。

• ト リガラインおよびストロボラインの番号は 1 から始まり、 MVS-8504、
MVS-8514、 MVS-8504e、 または MVS-8514e のカメラポート番号に対応します。 

• 双方向パラレル I/O ラインの番号は 0 から始まり、 ソフ トウェアライン番号と  1 
対 1 に対応します。

• ストロボと ト リガが無効の場合、 これらに関連付けられたラインは汎用 I/O ライ
ンになります。 ス ト ロボ、 またはト リガ、 もし くはこの両方を有効にすると、 こ
れらに関連付けられたラインは汎用 I/O ラインから、 ス トロボラインと ト リガラ
インに変わります。 
80 MVS-8600 ハードウェアマニュアル



2 MVS-8500 シリーズ ハードウェア
パラレル I/O の論理回路
図 25 は、 双方向パラレル I/O (TTL_BI) 回路を示しています。 

 図 25. 双方向パラレル I/O 回路

パラレル I/O 回路に関する注意
16 本の一部をハードウェア ト リガラインまたはストロボラインとして使用する特殊な
用法は、 電源を入れた時点では有効になりません。 ラインをハードウェア ト リガまた
はストロボ専用ラインとして使用するには、 ソフ トウェアコマンドでその機能をライ
ンごとに有効にする必要があります。

電源を入れた時点で、 16 本の双方向ラインはすべて入力ラインとして設定されます。
いずれかのラインの出力機能を有効にするには、 ソフ トウェアコマンドを使用する必
要があります。 

電源を入れた時点で、 内部プルアップ抵抗によってすべてのラインが High になりま
す。 一方、 ほかの Cognex 製フレームグラバでは、 パラレル I/O ラインは Low になる
か、 不定です。

I/O デバイス接続時には、 MVS-8500 シリーズのパラレル I/O 回路に関する次の点に注
意して ください。

• 使用可能な最小 Vcc は 4.75 V です。

• 方向が High である場合、 回路は入力です。 方向が Low である場合は出力です。

• 出力モードでは、 74ABT125 が TTL_BI_n 信号を High または Low に駆動します。
つまり、 オープンコレクタ出力ではありません。 

74ABT125

TTL_BI_n

74LVC126

4.7 kW

方向

Vcc (5 V)




8504 Rev. A 用 47 W 抵抗

8501 と  8504 Rev. B 用 100 mA ポリヒューズ
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出力として構成する場合
双方向ラインが出力ライン ( ストロボ出力を含む ) と して設定されている場合、 次のよ
うになります。

• TTL を High (VOH 最小値 = 2.0 V) で駆動する場合、最大電流駆動は 25 mA (IOH = 
-25 mA) です。 

• TTL を Low (VOL 最小値 = 0.8 V) で駆動する場合、 最大電流駆動は 32 mA (IOL = 
32 mA) です。 

入力として構成する場合
次の注意点は、 MVS-8500 シリーズのフレームグラバの双方向パラレル I/O ラインを
入力ライン ( ト リガ入力を含む ) と して使用する場合に適用されます。

• 信号の変化によって割り込みを発生するためには、 信号の状態を 280 ns 以上維持
する必要があります。 外部光絶縁 I/O モジュールを使用する場合は、 「光絶縁 I/O 
モジュールで生じる変換遅延」 に記載されている小さな遅延を考慮します。 

• TTL 信号を入力ラインに接続する場合は、 常にラインを High (5 V) または Low (0 
V) で駆動します。 ラインを未接続の状態にしておかないで ください。 例えば、
ON 時には High レベルを入力するが、 OFF 時には回路を切断するようなスイッチ
は使用しないで ください。

• 光絶縁信号を入力ラインに接続する場合、 光絶縁回路が上記の状態を作り出さな
いようにする必要があります。 

• 未使用のラインは未接続のままにしてお く ことができます。
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TTL I/O モジュール
TTL I/O モジュール (P/N: 800-5818-1) は、 Cognex 製ケーブル 300-0390 を使用して、
MVS-8500 シリーズのフレームグラバの MDR20 I/O ポートに接続します。 I/O モ
ジュールは、 フレームグラバを起点とする TTL I/O 信号ライン用のパススルー接続ポ
イン ト と して機能します。 TTL I/O モジュールは信号を処理せず、 電源を必要としませ
ん。

MSV-8500 シリーズから  TTL I/O モジュールに接続す
るケーブル

Cognex 製ケーブル 300-0390 を使用して MVS-8500 シリーズのフレームグラバを TTL 
I/O モジュールに接続します。 MDR20 コネクタはフレームグラバに接続します。
DB-25M は I/O モジュールに接続します。 図 26 は、 このケーブルを示しています。 

 図 26. ケーブル 300-0390

ケーブル 300-0390 を使用する場合、パラレル I/O デバイスはそのケーブルにではな く  
TTL I/O モジュールに接続します。p.85  の図 27 の TTL I/O モジュールの図を参照して
ください。 

表 22 は、 ケーブル 300-0390 のピン配列を示しています。 

DB-25M 
のピン

MDR20 
のピン

電源投入時
の信号名

ソフ トウェアで有効
にした場合の 
MVS-8504、
MVS-8514、
MVS-8504e、 およ
び MVS-8514e の
信号名

ソフ トウェアで有効
にした場合の 
MVS-8501、
MVS-8511、
MVS-8500Le、 およ
び MVS-8511e の
信号名

1 7 TTL_BI_8 TRIG1 TRIG

2 17 TTL_BI_9 STROBE1 STROBE

3 8 TTL_BI_10 TRIG2

表 22. ケーブル 300-0390 のピン配列 (  = MVS-8500Le 上には存在しません )

DB-25 M MDR20
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4 18 TTL_BI_11 STROBE2

5 9 TTL_BI_12 TRIG3

6 19 TTL_BI_13 STROBE3

7 10 TTL_BI_14 TRIG4

8 20 TTL_BI_15 STROBE4

9 6 GND

10 接続なし 接続なし

11 接続なし 接続なし

12 接続なし 接続なし

13 接続なし 接続なし

14 2 TTL_BI_0

15 12 TTL_BI_1

16 3 TTL_BI_2

17 13 TTL_BI_3

18 4 TTL_BI_4

19 14 TTL_BI_5

20 5 TTL_BI_6

21 15 TTL_BI_7

22 16 GND

23 接続なし 接続なし

DB-25M 
のピン

MDR20 
のピン

電源投入時
の信号名

ソフ トウェアで有効
にした場合の 
MVS-8504、
MVS-8514、
MVS-8504e、 およ
び MVS-8514e の
信号名

ソフ トウェアで有効
にした場合の 
MVS-8501、
MVS-8511、
MVS-8500Le、 およ
び MVS-8511e の
信号名

表 22. ケーブル 300-0390 のピン配列 (  = MVS-8500Le 上には存在しません )
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TTL I/O モジュールのレイアウト
図 27 は、 TTL I/O モジュール (P/N: 800-5818-1) のレイアウトを示しています。  

 図 27. TTL I/O モジュール

24 接続なし 接続なし

25 接続なし 接続なし

DB-25M 
のピン

MDR20 
のピン

電源投入時
の信号名

ソフ トウェアで有効
にした場合の 
MVS-8504、
MVS-8514、
MVS-8504e、 およ
び MVS-8514e の
信号名

ソフ トウェアで有効
にした場合の 
MVS-8501、
MVS-8511、
MVS-8500Le、 およ
び MVS-8511e の
信号名

表 22. ケーブル 300-0390 のピン配列 (  = MVS-8500Le 上には存在しません )

ワイヤ入口

固定ネジ

DB-25F

固定ネジ
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TTL I/O モジュールの仕様
次の表は、 TTL I/O モジュールの機械的仕様と電気的仕様を記載しています。 

TTL I/O モジュール端子
図 36 は、 TTL I/O モジュールのピン番号を示しています。 

 図 28. TTL I/O モジュールのピン番号

仕様 説明

寸法 3.5 in ( 幅 ) × 1.75 in ( 奥行き ) × 2.25 in ( 高さ )
8.9 cm ( 幅 ) × 4.4 cm ( 奥行き ) × 5.7 cm ( 高さ )

取り付け #3 DIN レールに取り付け可能

線材の直径 26 ～ 12 AWG

端子ブロックのトルク 最大 0.8 Nm (7 in-lbf)

動作環境 動作温度 :0 ～ 50 ℃
保管温度 :-20 ～ 85 ℃
相対温度 :5 ～ 95% ( 結露しないこと )

表 23. TTL I/O モジュール仕様

ピン 1

ピン 13

ピン 14

ピン 26
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表 24 は、 TTL I/O モジュールのピン配列を示しています。 

ピ
ン

MVS-8504、 MVS-8514、
MVS-8504e、 および 
MVS-8514e での信号名

MVS-8501、 MVS-8511、
MVS-8500Le、 および 
MVS-8511e での信号名

ラベ
ル

1 TTL_BI_8 または TRIG1 TTL_BI_8 または TRIG T1

2 TTL_BI_9 または STROBE1 TTL_BI_9 または STROBE S1

3 TTL_BI_10 または TRIG2 TTL_BI_10 T2

4 TTL_BI_11 または STROBE2 TTL_BI_11 S2

5 TTL_BI_12 または TRIG3 TTL_BI_12 T3

6 TTL_BI_13 または STROBE3 TTL_BI_13 S3

7 TTL_BI_14 または TRIG4 TTL_BI_14 T4

8 TTL_BI_15 または STROBE4 TTL_BI_15 S4

9 GND GND G

10 接続なし 接続なし 接続
なし

11 接続なし 接続なし 接続
なし

12 接続なし 接続なし 接続
なし

13 接続なし 接続なし 接続
なし

14 TTL_BI_0 TTL_BI_0 B0

15 TTL_BI_1 TTL_BI_1 B1

16 TTL_BI_2 TTL_BI_2 B2

17 TTL_BI_3 TTL_BI_3 B3

18 TTL_BI_4 TTL_BI_4 B4

19 TTL_BI_5 TTL_BI_5 B5

表 24. TTL I/O 接続モジュールのピン配列 (  = MVS-8500Le 上には存在しま
せん )
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20 TTL_BI_6 TTL_BI_6 B6

21 TTL_BI_7 TTL_BI_7 B7

22 GND GND G

23 接続なし 接続なし 接続
なし

24 接続なし 接続なし 接続
なし

25 接続なし 接続なし 接続
なし

26 接続なし 接続なし 接続
なし

ピ
ン

MVS-8504、 MVS-8514、
MVS-8504e、 および 
MVS-8514e での信号名

MVS-8501、 MVS-8511、
MVS-8500Le、 および 
MVS-8511e での信号名

ラベ
ル

表 24. TTL I/O 接続モジュールのピン配列 (  = MVS-8500Le 上には存在しま
せん )
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光絶縁 I/O モジュール
外部光絶縁 I/O モジュール (P/N: 800-5712-3) は、Cognex 製ケーブル 300-0389 または 
300-0399 を使用して、 MVS-8500 シリーズの MDR20 I/O ポートに接続します。 I/O モ
ジュールは、 フレームグラバを起点とするパラレル I/O 信号ライン用の光絶縁接続ポ
イン ト と して機能します。 

光絶縁 I/O モジュールは次の機能を提供します。

• 8 本の光絶縁入力ライン (MVS-8500Le では 4 本 )

• 8 本の光絶縁出力ライン (MVS-8500Le では 4 本 )

• 信号電圧 : 最大 24 mA で 5 ～ 24 VDC

• 各ラインの状態を示す LED

• MVS-8500 シリーズからの電源供給

• DIN 標準レール取り付け

注 MVS-8500 シリーズでは、電源を入れた時点で 16 本のパラレル I/O 
ラインすべてがデフォルトで入力ラインとして設定されます。 光絶
縁 I/O モジュールとともに使用する場合でも、 モジュールで出力用
として提供されている 8 本のラインを、 ソフ トウェアコマンドを使
用して出力ラインに設定する必要があります。

光絶縁 I/O フル接続ケーブル
Cognex 製ケーブル 300-0389 を使用して、 MVS-8500 シリーズを光絶縁 I/O モジュー
ルに接続します。 MDR20 コネクタはフレームグラバに接続します。 DB-26M は I/O モ
ジュールに接続します。 図 29 は、 このケーブルを示しています。 

 図 29. ケーブル 300-0389

ケーブル 300-0389 を使用する場合、 パラレル I/O デバイスはそのケーブルにではな く
光絶縁 I/O モジュールに接続します。 p.94  の図 32 の光絶縁 I/O モジュールの図を参
照して ください。 

DB-26 M MDR20
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表 25 は、 ケーブル 300-0389 のピン配列を示しています。 

DB-26M 
のピン

MDR20 
のピン

MVS-8504、 MVS-8514、
MVS-8504e、 および 
MVS-8514e での信号名

MVS-8501、 MVS-8511、
MVS-8500Le、 および 
MVS-8511e での信号名

1 2 TTL_BI_0 TTL_BI_0

2 12 TTL_BI_1 TTL_BI_1

3 3 TTL_BI_2 TTL_BI_2

4 13 TTL_BI_3 TTL_BI_3

5 7 TTL_BI_8 または TRIG1 TTL_BI_8 または TRIG

6 8 TTL_BI_10 または TRIG2 TTL_BI_10

7 9 TTL_BI_12 または TRIG3 TTL_BI_12

8 10 TTL_BI_14 または TRIG4 TTL_BI_14

9 4 TTL_BI_4 TTL_BI_4

10 14 TTL_BI_5 TTL_BI_5

11 5 TTL_BI_6 TTL_BI_6

12 15 TTL_BI_7 TTL_BI_7

13 17 TTL_BI_9 または 
STROBE1

TTL_BI_9 または STROBE

14 18 TTL_BI_11 または 
STROBE2

TTL_BI_11

15 19 TTL_BI_13 または 
STROBE3

TTL_BI_13

16 20 TTL_BI_15 または 
STROBE4

TTL_BI_15

17 1 +5 VDC +5 VDC

18 11 +5 VDC +5 VDC

19 6 GND GND

表 25. ケーブル 300-0389 のピン配列 (  = MVS-8500Le 上には存在しません )
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光絶縁 I/O ハーフ接続ケーブル
Cognex 製ケーブル 300-0399 は、MVS-8500 シリーズの 8 本の I/O ラインを光絶縁 I/O 
モジュールに接続し、 ほかの 8 本のラインを Phoenix 10 ピン端子スト リ ップに接続し
ます。 MDR20 コネクタはフレームグラバに接続します。 DB-26M は光絶縁 I/O モ
ジュールに接続します。 図 30 は、 このケーブルを示しています。

 図 30. ケーブル 300-0399

このケーブルを使用すると、 ト リガラインに直接接続できるため、 光絶縁による小さ
な遅延は発生せず、 しかも同時にストロボラインには光絶縁を利用できます。 この
ケーブルは次のラインを備えています。

• 4 本の汎用光絶縁入力ライン

• ストロボラインとして設定できる 4 本の光絶縁出力ライン

• ト リガラインとして設定できる 4 本の双方向 TTL ライン

• 4 本の汎用双方向 TTL ライン

20 16 GND GND

21-26 なし — —

DB-26M 
のピン

MDR20 
のピン

MVS-8504、 MVS-8514、
MVS-8504e、 および 
MVS-8514e での信号名

MVS-8501、 MVS-8511、
MVS-8500Le、 および 
MVS-8511e での信号名

表 25. ケーブル 300-0389 のピン配列 (  = MVS-8500Le 上には存在しません )

10 ピン 
端子 

スト リ ップ

DB-26 M MDR20
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表 26 は、 ケーブル 300-0399 のピン配列を示しています。 

MDR20 
ピン

電源投入時
の信号名

有効にした場合の信号

DB-26M ピ
ン

端子スト
リ ップピン

 
MVS-8504、
8514、
8504e、 お
よび 8514e

MVS- 8501、
8511、
8500Le、 お
よび 8511e

2 TTL_BI_0 1

12 TTL_BI_1 2

3 TTL_BI_2 3

13 TTL_BI_3 4

17 TTL_BI_9 STROBE1 STROBE 13

18 TTL_BI_11 STROBE2 14

19 TTL_BI_13 STROBE3 15

20 TTL_BI_15 STROBE4 16

1 +5 VDC 17

11 +5 VDC 18

16 GND 19

7 TTL_BI_8 TRIG1 TRIG 1

8 TTL_BI_10 TRIG2 2

9 TTL_BI_12 TRIG3 3

10 TTL_BI_14 TRIG4 4

4 TTL_BI_4 5

14 TTL_BI_5 6

5 TTL_BI_6 7

15 TTL_BI_7 8

6 GND 9

表 26. ケーブル 300-0399 のピン配列 (  = MVS-8500Le 上には存在しません )
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ケーブル 300-0399 の端子スト リ ップ分岐ケーブルには、 オスネジ端子スト リ ップが接
続された 10 ポジシ ョ ンの Phoenix コネクタが付いています。 パラレル I/O デバイスの
ワイヤをネジ端子スト リ ップに接続します。 図 31 は、 端子スト リ ップのピン番号を示
しています。 

 図 31. ケーブル 300-0399 のネジ端子

ケーブル 300-0399 で使用する場合の光絶縁 I/O モジュールのピン配列については、
p.100  の表 29 および p.102  の表 31 を参照して ください。 

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

端子
ネジ

位置 1 は
表示方向の
下部にあります。

ケーブルコネクタの正面

ネジ端子
コネクタ

端子 

PIO デバイス 

ワイヤを挿入
から  

4
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光絶縁 I/O モジュールのレイアウト
図 32 は、 光絶縁 I/O モジュールのレイアウト と主な部品を示しています。

 図 32. 光絶縁 I/O モジュールの部品レイアウト

DB-26F コネクタは、 フルまたはハーフの光絶縁ケーブルを介して MVS-8500 シリー
ズに接続されます。 

入力および出力ネジ端子には、 パラレル I/O デバイスがワイヤを介して接続されます。 

LED は、 入力および出力ラインに電力が供給されているかどうかを表示します。

光絶縁 I/O モジュールの仕様
次の表は、 光絶縁 I/O モジュールの機械的仕様と電気的仕様を記載しています。 

入力端子

出力端子
DB-26F コネクタ

接地ネジ

LED

仕様 説明

寸法 4.75 in ( 幅 ) × 3.25 in ( 奥行き ) × 2.31 in ( 高さ )
1.2 cm ( 幅 ) × 8.3 cm ( 奥行き ) × 5.8 cm ( 高さ )

取り付け #3 DIN レールに取り付け可能

表 27. 光絶縁 I/O モジュールの仕様
94 MVS-8600 ハードウェアマニュアル



MVS-8500 シリーズ ハードウェア
光絶縁 I/O モジュールの LED の番号
光絶縁 I/O モジュールには、 シルクスクリーン印刷されたラベルがあり、 これによっ
て入力および出力の +/- のペアを識別することができます。 ラベルによって、 0 から始
まる番号を使用した接続ポイン ト  (IN 0 から  IN 7 および OUT 0 から  OUT 7) が示され
ます。 

これらのラベルを MVS-8500 シリーズのフレームグラバからの信号ラインと対応させ
るには、 p. 98 の 「光絶縁 I/O モジュールの入力端子」 および p. 101 の 「光絶縁 I/O モ
ジュールの出力端子」 を参照して ください。

動作電圧
( 現場側 )

5 ～ 24 VDC

電源 +5 VDC、 MVS-8500 シリーズのフレームグラバか
ら給電

最大出力電流 24 mA ( 引き込み側または供給側 )

ON 状態時の電圧降下 10 mA で 0.8 VDC、 24 mA で 2.6 VDC

OFF 状態時の漏れ電流 100 μA (15 VDC における最大値 )

出力遅延 ON: 6 μs 

OFF: 5 mA で 130 µs
10 mA で 95 µs 
15 mA で 85 µs

入力抵抗 最大 1000 Ω

入力状態電流 ON: 3.5 ～ 24 mA
OFF: 500 uA

入力遅延 ON: 3.5 mA で 30 μs、 15 mA で 8 μs
OFF: 3.5 mA で 45 μs、 15 mA で 80 μs

線材の直径 26 ～ 12 AWG

端子ブロックのトルク 最大 0.8 Nm (7 in-lbf)

動作環境 動作温度 :0 ～ 50 ℃
保管温度 :-20 ～ 85 ℃
相対温度 :5 ～ 95% ( 結露しないこと )

仕様 説明

表 27. 光絶縁 I/O モジュールの仕様
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
光絶縁 I/O モジュールで生じる変換遅延
光絶縁 I/O モジュールは、 MVS-8500 シリーズのすべてのデジタル TTL 信号を光絶縁
された信号のペアに変換します。 光絶縁 I/O モジュールの光絶縁回路では、 純粋な 
TTL 信号と比較して 100 ～ 300 μs の遅延が発生します。 代表的な TTL 信号の応答時
間はおよそ 1 μs です。 

光絶縁 I/O モジュールに接続した場合、 TTL I/O モジュールに接続した場合に比べ、 出
力先のデバイスは 100 ～ 300 μs 遅れて信号を受信します。 

入力デバイスからの信号は、 同じデバイスが TTL I/O モジュールを介する場合に比べ、
100 ～ 300 μs 遅れて MVS-8500 シリーズに到達します。

この遅延の量は微少であるため目視では判別できませんが、 高速で多くの画像を取り
込む際に累積されて影響を及ぼす場合があります。 光絶縁 I/O モジュールを使用する
場合は、 画像処理の最大スループッ トの計算時に、 この遅延を考慮する必要がありま
す。

光絶縁 I/O モジュールの配線方法
図 33 は、 光絶縁 I/O モジュールのそれぞれの端子に入力および出力信号ラインを接続
する方法を示しています。 

 図 33. 光絶縁 I/O モジュールに対する接続の配線方法

5 ～ 24 VDC

+

–

供
 給 引
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 み

供
 給

電源

引
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入力ブロック

入力ブロック
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
入力および出力信号ラインのいずれについても、 信号の供給側をプラス端子に接続し、
引き込み側をマイナス端子に接続します。

光絶縁 I/O モジュール回路の論理
図 34 は、 代表的な入力回路図を示しています。 この回路図を参考にして、 ご使用の入
力デバイスを光絶縁 I/O モジュールに接続する方法を決めることができます。 

 図 34. 光絶縁 I/O モジュール用の代表的な入力回路図

オプト

MVS-8500

+5 V

+5 V

電源投入リセッ ト

または

入力 –

入力 +

1K

MVS-8500e
アイソレータ
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
次の図は、 代表的な出力回路図を示しています。 この回路図を参考にして、 ご使用の
出力デバイスを光絶縁 I/O モジュールに接続する方法を決めることができます。

 図 35. 光絶縁 I/O モジュール用の代表的な出力回路図

光絶縁 I/O モジュールの入力端子
図 36 は、 光絶縁 I/O モジュールの入力端子ブロックのピン番号を示しています。 

 図 36. 入力端子ブロックのピン番号

+5 V

電源投入リセッ ト

+5 V

オプ トアイソレータ
出力 n+

出力 n–

MVS-8500 または

出力
MVS-8500e

IN 0+

IN 0–

IN 7+

IN 7–
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
光絶縁 I/O フル接続ケーブルでの入力ブロックのピ
ン配列
表 28 は、 ケーブル 300-0389 で接続した場合に使用される光絶縁 I/O モジュールの入
力ブロックのピン配列を示しています。 

MVS-8500 シ
リーズの信号 ピン番号 

ケーブル 300-0389 を使用した場合のデバイス接続

MVS-8504、 8514、
8504e、 および 8514e

MVS- 8501、 8511、
8500Le、 および 8511e

TTL_BI_0
IN 0+

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 0–

TTL_BI_1
IN 1+

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 1–

TTL_BI_2
IN 2+

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 2–

TTL_BI_3
IN 3+

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 3–

TTL_BI_8
IN 4+

ト リガ 1 または
任意の入力デバイス

アクティブなカメラのト
リガ、 または任意の入力
デバイスIN 4–

TTL_BI_10
IN 5+

ト リガ 2 または
任意の入力デバイス

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 5–

TTL_BI_12
IN 6+

ト リガ 3 または
任意の入力デバイス

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 6–

TTL_BI_14
IN 7+

ト リガ 4 または
任意の入力デバイス

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 7–

表 28. 300-0389 を使用した光絶縁 I/O モジュールの入力ブロックのピン配列 
(  = MVS-8500Le 上には存在しません )
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
光絶縁 I/O ハーフ接続ケーブルでの入力ブロックの
ピン配列
表 29 は、 MVS-8500 シリーズ ( ただし、 MVS-8500Le を除く。 表 29 に示されている
ラインは、 MVS-8500Le には存在しません ) から、 光絶縁および TTL オプシ ョ ンを使
用してケーブル 300-0399 で接続した場合に使用される、 光絶縁 I/O モジュールの入力
ブロックのピン配列を示しています。 

MVS-8500 シリーズの TTL 信
号 (MVS-8500Le を除く ) ピン番号 

ケーブル 300-0399 を使用した場合
のデバイス接続

TTL_BI_0
IN 0+

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 0–

TTL_BI_1
IN 1+

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 1–

TTL_BI_2
IN 2+

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 2–

TTL_BI_3
IN 3+

任意の入力デバイス
( 双方向ではない )IN 3–

IN 4 接続なし

IN 5 接続なし

IN 6 接続なし

IN 7 接続なし

表 29. 300-0399 を使用した光絶縁 I/O モジュールの入力ブロックのピン配列
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
光絶縁 I/O モジュールの出力端子

光絶縁 I/O フル接続ケーブルでの出力ブロックのピ
ン配列
表 30 は、 ケーブル 300-0389 で接続した場合に使用される、 光絶縁 I/O モジュールの
出力端子ブロックのピン配列を示しています。

MVS-8500 シ
リーズの信号 ピン番号

ケーブル 300-0389 を使用した場合のデバイス接続

MVS-8504、 MVS-8514、
MVS-8504e、 および 
MVS-8514e

MVS-8501、 MVS-8511、
MVS-8500Le、 および 
MVS-8511e

TTL_BI_4
OUT 0+

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 0–

TTL_BI_5
OUT 1+

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 1–

TTL_BI_6
OUT 2+

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 2–

TTL_BI_7
OUT 3+

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 3–

TTL_BI_9
OUT 4+

ストロボ 1 または
任意の出力デバイス

アクテ ィブなカメラのス
トロボまたは
任意の出力デバイスOUT 4–

TTL_BI_11
OUT 5+

ストロボ 2 または
任意の出力デバイス

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 5–

TTL_BI_13
OUT 6+

ストロボ 3 または
任意の出力デバイス

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 6–

TTL_BI_15
OUT 7+

ストロボ 4 または
任意の出力デバイス

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 7–

表 30. 300-0389 を使用した光絶縁 I/O モジュールの出力ブロックのピン配列 
(  = MVS-8500Le 上には存在しません )
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
光絶縁 I/O ハーフ接続ケーブルでの出力ブロックの
ピン配列
表 31 は、 ケーブル 300-0399 で接続した場合に使用される、 光絶縁 I/O モジュールの
出力端子ブロックのピン配列を示しています。

フレームグラ
バの信号 ピン番号

ケーブル 300-0399 を使用した場合のデバイス接続

MVS-8504、
MVS-8514、
MVS-8504e、 および 
MVS-8514e

MVS-8501、 MVS-8511、
MVS-8500Le、 および 
MVS-8511e

OUT 0 接続なし

OUT 1 接続なし

OUT 2 接続なし

OUT 3 接続なし

TTL_BI_9
OUT 4+

ストロボ 1 または
任意の出力デバイス

アクテ ィブなカメラのストロ
ボ、 または任意の出力デバイ
スOUT 4–

TTL_BI_11
OUT 5+

ストロボ 2 または
任意の出力デバイス

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 5–

TTL_BI_13
OUT 6+

ストロボ 3 または
任意の出力デバイス

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 6–

TTL_BI_15
OUT 7+

ストロボ 4 または
任意の出力デバイス

任意の出力デバイス
( 双方向ではない )OUT 7–

表 31. 300-0399 を使用した光絶縁 I/O モジュールの出力ブロックのピン配列
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
図 37 は、 光絶縁 I/O モジュールの出力端子ブロックのピン番号を示しています。

 図 37. 出力端子ブロックのピン番号

OUT 0+

OUT 0–

OUT 7+

OUT 7–
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
ヒロセ HR10 コネクタについて
ヒロセ HR10 12 ピンコネクタは、 多くの工業用カメラやフレームグラバ製品で使用さ
れています。 

HR10 コネクタシリーズはプッシュプル式のロック メカニズムを採用し、 接点は金
メ ッキされています。 HR10A シリーズは、 接点が銀メ ッキされている点と、 プッシュ
プル式ロックの代わりにねじ込みカップリング ( オプシ ョ ン ) が採用されている点を除
き、 HR10 と同じです。

ヒロセ HR10 の部品番号は次のように構成されています。 

ヒロセ HR10 シリーズでは、 プラグは、 ジャックまたはリセプタクルに接続します。 

HR10-10x-12y

y  = ピン挿入の場合は P ( オス )
ソケッ ト挿入の場合は S ( メス )

nn = ピンの数

x = ジャックの場合は J
プラグの場合は P
リセプタクルの場合は R

nn = 直径 ( 単位はミ リ メートル )

プラグ

ジャック

リセプタクル
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
表 32 は、 プラグ、 ジャック、 およびリセプタクルを区別する方法を示します。 

注 プラグ、 ジャ ック、 およびリセプタクルはすべて、 オスまたはメス
になります。

HR10 ジャックとプラグのピン番号
図 38 は、 300-0230、 300-0232、 および 300-9116 モノクロブレークアウトケーブル、
および 300-0406 カラー + モノ クロカメラブレークアウトケーブルでの HR10-10J-12S 
ジャックのピン番号を示しています。 これらのジャックは、 モノ クロカメラへの接続
に使用されます。

 図 38. ヒロセ HR10-10J-12S ジャックのピン番号

特徴 プラグ ジャック リセプタクル

ピンシリンダを囲むフードが外側に付いて
いる

はい いいえ いいえ

ピン挿入 ( オスピン ) を持っている はい はい はい

ソケッ ト挿入 ( メスピン ) を持っている はい はい はい

ケーブルマウン ト される はい はい いいえ

パネルマウン ト される いいえ いいえ はい

表 32. HR10 プラグ、 ジャック、 およびリセプタクル
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MVS-8500 シリーズ ハードウェア
図 39 は、 300-0406 カラー + モノ クロカメ ラブレークアウトケーブルでの 
HR10-10P-12S プラグのピン番号を示しています。 このプラグは、 Sony DXC-390 カ
ラーカメラと  DC IN/VBS OUT コネクタとの接続に使用されます。 

 図 39. ヒロセ HR10-10P-12S プラグピン番号
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